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収支・起債・歳出歳入

2000百万円

1500百万円

長崎市駐車場事業特別会財政シミュレー油ン(H20:2008年度~R50:2068年度)

1000百万円

茂里町地下P平面化

(RI~R2)

(約2.5円)

基金 1設
H30~

松が枝町P 替
(R21~R22)

(約13.5円)

市民会館P設備改※2
(R19~R2の

(約1.1円)

500百万円

0円

゛ d、 d、 6、゛゛' J 'ひ'゛'゛'゛.゛゛゛、゛、゛仏゛先゛゛゛、゛匂'印 6,0 ',、 6,゛匂゛、'9 0 ゛'や',

'500百万円

"

町P廃止※1

(R17)

(約2.5円)

冒目■ー...

※1:現市庁舎跡地の活用計画などを踏まえ、桜町駐車場のあり方を検証

※2:市民会館の動向などを踏まえ、市民会館地下駐車場のあり方を検証

※3:松が枝地区における港湾整備計画などの動向を踏まえ、松が枝町第2駐車場のあり方を検証

平和公 P設

(R39~R4の

(約5.6億円)

松が枝町第2P平面化※3
(R35~R36)

1 ■ W

改修

単年度収支

EI

(約3円)

金残高

2000百万円

起

松山町P設改修
(R42~R43)

(約8.6円)

還(元金) ^起

1500百万円

還(利子)

1000百万円

歳出

500百万円

^基金残高

' 500百万円



団

事

2長崎市駐車場事業経営戦略(桜町駐車場)【案】

体

策

令和計画期問:令和 2年度
^

※施設の耐用年数を竣工後価年とし、耐用年数までの年数を計画期問とする0

と皇茎櫃豆

(1)事業形態

法適(全部適用・一部適用)
非適の区分

業

名

定

名

日

長崎市

令和

駐

3

事業

職

年

員

3

立

数

非適用

2人(兼務)
(8駐で2人)

都市計画駐車

男1 添12-1

月

駐車

類

地

使用面積

営業時間

17

市庁舎周辺

事業開始年月日

年度

民間活用の状況イ指定管理者制度

施

造構

建設後(建替後)の経過年
数

3,689

ア民間委託

7時~22時

設

市

名

収

ウ PPP・pn

昭和46年4月1日

容

長崎市桜町駐車

数

指定管理者制度(利用料金制)

立体式

普通車 170台
二輪車 44台

49 年

台



(2)料金形

普通車等

初の30分まで

最初の1時間まで

その後30分ごと

2時間超

2時間30分超

宿泊及び夜間料金

料金形態の考え方

140円

料金改定年月日
鯛受税の"の酸窒は含まない)

土・日・祝日 1回胎0円日

830円/(2200~翌80の

130円

(3)現在の経営状況

・周辺駐

'1 の比分析表(令和元年度決)1こおいて、収益的収支比率が320%で100%を上回っており、類似施設平均と

'他会計補助金比率も0%と類似施設平均より低く、一般会計からの繰入金に依存していない経営状況である。

働率は264兆となっており、近年稜ぱいで推移しているが、新型コロナウィル互の響により収益が減少してお゛利1肩'状況の改善見込みにっいては、ミ透ナ、状1ξこξ、新型コロナウィルスの響により収益が減少しており、利用状゛の改善見込みにっいてはネ透明な状況が続くことが想金される。"
'今後の課としては、新庁舎開庁に伴う公用車駐所としての利用の際にどの程度収入を確保できるか、また、経過年
数が49年経過している躯体等の老朽化対策を行いっっ、どぅ収益性を確保していくかである。'ー'

最初の30分まで

二輪車モの後30分ごと

1時間30分超

の料金体系を勘案して設定している。

平成23年4月1日

2

定期駐車

(1)駐車需要の見通し

卸円

舶円

200円日

'過去5年間(H27~RI)の利用台数は、普通車は減少し、2輪車が増加する状況が続いている。全体として毎年4%前後の
減少率で推移しており、今後もこの傾両は続くものと想金される。゜
'令和4年度以降は新市庁舎開庁により利用台数の減少が想定される。

全日

昼間

19,420円

14.020円

年度

平成27

平成28

9

平成

和元

178246

172,124

164856

150920

145,669

15'664

18.769

19115

19868

19.的8

単位:台

計

6.408 200318

7060 197953

7646 191617

7868 178656

9,123 173,890

200^

18伽m

16mm

140om

壮^

桜町駐車 利用台数(単位:台)

0

平成υ年度

^

早霞祁年度

車

平成29年度

定期二軸

平成30年度

^バス

令和元年塵

加
器
綴

1

二



(2)料金収入の見通し

.過去5年間(H27~RI)の料金収入は、普通車及ぴ回数券は減少し、定期駐車及び2輪車が増加する状況力続いている0
全体として毎年2%前後の減少率で推参しており、今後もこの傾向ば続くものと想定される0.令和4年度以降は新市庁舎開庁に伴う公用車註車場として利用することによる減も想定ぎれる0

年度

平成27

平成2

成2

能.304,950 11,971.470 1.OU.9Φ 2,629,400 67.9印'720

能.013,150 13.785.餌0 1,107,200 901.400 69.即才,

馳.156.m0 14.746.390 1,251.020 3,0丑3.800 71.237.2 0

30 開.184β50 15.6伯■50 1 貼,560 2991400 卵.050.760

45.60B.220 15.236230 1,558.8m 2.251.559 64.654.即,

単位:円

(3)施設の見通し

'昭和46年度の供用開竺'、年數満了まで施設を利用していくために、長寿命化修繕計画などによ
る計画的な改修・修繕を施していく
.また、耐用年数(令和17年度で闘年軽過)満了後は上屋を解体し廃止する予定であり、新市庁舎の附置郵壁車として

に合わせ、改修による利用も検討する。

^

(4)組織の見通し

.令和2年度から指定管理者制度(利用料金制)による管理運営を行っており、今後も指定管理者制度を活用した管理運営

桜町駐車場使用料(単位:円)

を行って室体業務に職員2名体制で従事しているが、今後、業務量を見直すことなどにより職員の適正な配

2000閲00

に努める。

10000^

0

基本方針!'安全'安心よーとこ、用年數の経過した設備等を更新し、利用者が安,Dして安全に利用できるよう
駐車場施設の適切な維持・管理に努める。

営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理費のコスト縮減などに努め、より一層の経

早成27年度

車

本方針2:経営の効率化
将来にわたり安定した駐車
営の効率化を図る。

本方針3:収支の健全化
収入減により駐車経営に支
の確保に努める。

早成加年塵

二轄車

平成ユ9年度

J丈ス

平成30年度令和元年度

回数券定期

をきたさないよう、健全な経営を確保するため、駐車の利用促進を園り、安定した収入

ニ
ニ

二

元



a)投'財政計画(収支計画)及び財政シミュレーション:別紙のとお
(2)投'.財政計画(収支計画)の策定に当たっての説明
①収支計画のうち投'にっいての説明

目標'を長寿命化修繕計画、設備更新計画に基づき計画的に実施する。

建設後49年経過しており、毎年130万程度の修繕費を見込むことで、日常的な修繕の対応を指定管理者により行、。

見された新たな修繕、改修箇所にっいては、その都度柔軟に対応し、駐車の利用に不都▲が生じないよう1三す'。また、
稼働率にっいては、類似施設平均よりも高い状況を維持できているしとから、これを継続する二とを目とする;゜ー'【建設改良】' L'」' 0
'ムマ才乏フメント1こづき、鮎年の耐用年数満了時に廃止を想定し、解体(上屋部分)を計上している。

.現起債元金にっいては、現'計画による。
'予定起元金にっいては、償'期間20年(うち据 3年)、金利1.01,6、元利均等を想定している。

②収支計画のうち財源にっいての説明

目標ら定管理者制度(利用料金制)を入しており、主な財源となる指定管理者から

つ元、.での稼働率力264%であり、「後の大幅な利用増は見込めないことから、利用料金の規模は現行水準で
【営業収益】゜

'令和5~7年度は新庁舎開庁に伴う一般利用者の減、、令和17年度は桜町駐車場廃止による減を想定してい゜【繰入金】""
・なし
【起債】

'工請負費(建設改良費)に該当する金額の起債借入を想定している。

③収支計画のうち投以外の経にっいての説明

安定経営を図るため、サービス向上の取り組みを図り、利用客の増加に努める。

【管営】

'年度ごとにバラつきが大きいため平準化し、主に過去10年の平均値を計上し、金額が小さいものは過去10年の大値を計
上している。'
【支払利息】
.現起元金にっいては、現行'計画による。
'予定起元金にっいては、'期間20年(うξ据 3年)、金利1.01%、元利均等を想定している。



(3)投'.財政計画(収支計画)に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①今後の投にっいての考え方・検討状況

民間活用・指定管理者制度の活用を継続する。

駐車の配 .長崎市駐車整備計画に沿った配としている。
適正

投の平準化.修繕個所や設備投をすべき箇所を指定管理者と懐議しながら、計画的な投を行う0

その他の取組'地、火炎等の有事の隠のの.'ニユ、

②今後の財源にっいての考え方・検討状況

.社会勢や周辺駐の料金体系などを踏まえ、安定した駐車営ができるよう適正な料金
金設定にっいて検討する。料

含に利用する。

利用者増加に
向けた取組

企

.平成30年度に駐車施設整備金を造成し、
金繰入 計からの繰入金に頼らない営に努める。

.ー゛・ー゛.こ止ナ、ど入対策にっいて検i寸していく。

.民間のノウハウを活用することで、施設の活用による効果的な収益確保の方策などにっいて検討
その他の取組 する。

③投資以外の経費にっいての考え方・検討状況

委託料'担定管理者の業務範囲外の、材子。ー'

管理運営費.指定管理者と協力して、コストの削減に努め、適切な管理運営費を計上する0

.駐車業特別会計による職員給与費の計上はないが、市営駐車場全体で職員2名体制で指
職員給与費定管理者の業務範囲外の対応をしており、今後、業務量甚見直すことなどにより職員の適正な配

に努める。

その他の取組.指定管理者と連携を図り、民間企業のノウハウを活用し、経費の削減に取り組む0

.市役所への来庁者の利用が大部分を占め、土曜、日曜、祝日の利用が低調であるため、土曜、
日曜、祝日の料金体系を見直しなどにっいて検討する。
.まだ、定期駐車の継巍やイベント等に対応した営業Bゞ間の設定などにより、安定した収益確保に

業

金積立を行っている。そのため、今後はー

努めていく。

.消火設備やエレベータなどの大規模改修を行う債

会

の
化

活
収
組

効
る
取

有
よ
の

の
に
加

産
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ノ、5

業の意、提供
するサービス自体
の必 性

公営企業として実
施する必要性

・本駐車は、主に市役所へ自車で来庁される方の駐車
庁者の利便性の向上を図るうぇで必要な施設である。

'本駐車は、主に隣接する市役所来庁者のための駐車としての機能を有しており、さらには、
市役所周辺'路上駐車を防止し、道路交通の円滑化を図る必要があることから、本甫による運含
が適当である"'

ナ

経営職略の後
検証、改定等に
関する事項

'策定した経営戦略にっいては、定期的に進捗状況等の分析・評価などの検証を行うとともに、利
用者二一三てゃ社会の変化辱を踏まえ、適宜修正を行っていく。'
'具体的には、毎年の決が公表された擾、経営戦略の収支計匝「との乘や他計画との内容の整
合などを検証し、後年に響が出てくる合は、収支計画を修正する。
.新市庁舎の駐軍のあり方をはじめ、現市庁智跡地の活用計画や市民会館の建替えとの調整を
図りながら、経営戦略の見直しを行う。
・なお、経営戦略の改定を行った際は、市のホームページ上に公表する。。

要に対応する駐車であるため、来



長嶋県長蛸市憂崎市樫町避庫堰

業癌名

法#適用

自己資本拷成特)

並肖數豊なし

粛望名

駐車場整徽事嘉

潤顕

毎市計■駐車場尾出駐車場

^■

^●

^0

^0

^0

1如■

^0

帥.0

.0

0)収益酌鼠宝比車(")

宰案'

補憲

立休式

轟勧豊
亭埼直

ー^

赫0

1耳.●

号^

類 匡分

AIB2

症霞後の年(年)

的

"10

111匠

1.収益等の状況

平成如年盧から収讐は黒字となコており、また稗
働率も高いことから、おおむ圏ユ智全な柱堂状撹であ
る.
L嘉、し、今後は斬型コロナウィルスの彰響による
敢益の是化が埜定されることから.指定管珊宅制度
(令和之年度から馴用料金制を鼻1)による利用者
サービスの向と重び増収封豊に努功るとともに、誌
霞の訴.投資に充てる財妄計画的に確保してい
<.

^

^台敷一音たりの他金計櫨動金頓(円)

t'1,."

経営比較分析表(令和元年度決算)

^

^

0

才,

曇n値

早均仙

者の情報

#殴置

^

●他金計袖励金比亭(")

帥1

ユ,、■

1.価5.●

●詩直

早吻

^

.

14

【1n

@有奉旦定資塵繁価^(,')

公共施殴

黄台)

Π5

",0

司,0

...

帥.0

如.0

帥.●

^0

叩、0

血0

r之■】

骸当数億なし

の暑軸臭節鯛窒罵旦

有

ι阿一時間壷たりの

を励

^

0

^高GOP比皐偶}

.ー

島望豊

早吻柚

^.0

^0

^0

1鳳■

^0

"0

.0

^

訂0

凋.1

3.利用の状況

^働卑【")

1皿

駐車場使用■薪(

3.聞且

建曽理制度Φ導入

代行制

^

^

^Φ地価(午円)

^

豐

単■轤

^

幽11

"1■

0

^投貴見私頓(千円)

2.貴崖等の状況

^

^

ラフ凡

■当骸設値(当談

一蘭倶誌般平均【乎均位)

口令和局年度全■早均

報^

角.^

鳳^

冥^

凱^

川^

0

^

舶.8田

Ⅱ鳳町

二つい

地方憤償運金が誠少Lたことから、平庶28年廣よ
り取益が増加し黒字1こ転換しており.他金計からの
梱動もないため、分宮企業として安窒した軽営状況
とな?ている.
しかし、行政サテライトによる本庁への棄庁者薫
少に伴う剰用台數の減少及び新型コロナウイルスの
により年産末(2、 3月)の収益が雛少してお
り、判用状況の改見込みについてキ量明な状況が
鎚く二とが撃定される.
令靴も置全な軽言を轄けていくためには、と記の
ような将来の声設のあり方を卦まえ、施設の更新・
投資に充てる財湿を計■的に随保Lていく●蔓が畠
る.

●EB ITO'(千円)

^

●黒題女_換金比峯(舳)

血望■

早卑直

'

捻怖■

骸当数なし

捻 14尋

、つ、

駅益の安定性確保は不透酬な見込"が続(状況で
はあるが、斜金恕入に対する企業債窺の割合が低
いこしもあり、●纂な蛭投隻を行つていく.
躯体等Φ改修については.平彪7年塵に■を
し,緊急性のある損俸はないとされているが、長寿
命化に自けた封応ιLて、予訪保全対筑など改修を
実総していく.(令和之年度は艮外鼓骨段補修工
亭症行う)
また、精算糧などの糧暑の更新仁ついて、導入及
び桟持管理軽費削誠妄行うしともに、耐用年教や状
呪を"ながら計而的に栓待管凧・吏斬を行つていく
●要が畠る.(令和2年度からの描窒管理者の利用
料金制尋Aに伴い、掬定管理者が精算犠曇を埠入L
た.)

把,

"."ユ

N.^

1.^、0

1.^.0
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収支・起債・歳出歳入

300百万円

250百万円

長崎市駐車事特別会

200百万円

別館跡地の駐車場供用開始に伴

う公用車駐車場としての利用終了
による増(R8:2026年度)

新市庁舎開庁に伴う公用車
駐車場所としての利用開始

による減(R5:2023年度)

150百万円

桜町

100百万円

車場財政シミュレーション(H29:2017年度~R17:2035年度)

基金残高約3.5億円一ーーーーー^

50百万円

^^^^

2017年2018年2019年2020年2021年2022年2023年2024年2025年

単年度収支^起供逗(元金)

^

2034年2035年

50百万円

金残高

如0百万円

R17桜町P廃止※

(約2.5円)

350百万円

^^

2026年2027年

起還(利子)

300百万円

^^

2028年2029奪

歳入

250百万円

^

2030年

歳出

200百万円

※現市庁舎跡地の活用計画などを踏まえ、あり方を検証

^

2031年2032年

^基金残高

150百万円

^

2033年

100百万円



団

3長崎市駐車場事業経営戦略(市民会館地下駐車場)【案】

事

体

策

業

名

計

定

名

※施設の耐用年数を竣工後価年とし、耐用年数満了(令和20年度)後、令和50年度までを計画期間とする。

1.事業概要

(1)形態

法適(全部・一部適用)
事業開始年月日非題の区分

画

日

期 間

長崎市

令和

駐車事業

令和

3

職

年

2 年度

3

立

数

非適用

2人(兼務)
(8駐車で2人)

都市計画駐車

月

別添12-1

駐車

類

^

地

使用面積

営業

令和

時間

50

市庁舎周辺

13

民間活用の状況イ指定管理者制度

年度

施

造構

建設後(建替後)の経過年
数

6,617

ア民問委託

7時~22時

設

市

名

収

ウ PPP・PFI

昭和舶年1月14日

長崎市民会館地下駐車

容 数

指定管理者制度(利用料金罰D

地下式

普通車168台
二軸車 73台

47 年

台



(2)料金形態

普通車等

最初の30分まで 140円

最初の1時閻まで

その後30分ごと 130円

2時間超

2時間30分超

宿泊及び夜間料金舶0円/(22:00~翌8.00)

料金形態の考え方

平成即年度

料金改定年月日
4躋費餐のみの改定は含まなし、)

14

平成30年度

轄合計

(3)現在の経営状況

.別紙の経営比較分析表(令和元年度決)において、収益的収支比率が217%で100%を上回っており、類似施設平均と
比較しても高くなっている。
・他会計補助金比率も0%と類似施設平均より低く、一会計からの繰入金に依存していない経営状況である。
・売上高GOP比率及びEBrrDAについても類似施設平均を上回っているため、収益性は確保できているといえる。さらに、
稼劉率は194%となっており、近年横ぱいで推移している。しかし、新型コロナウィルスの影響により収益が減少しており、利
用状況の改善見込みにつぃては不透明な状況が続くことが想定される。
.今後の課題としては、新庁舎開庁に伴う公用車駐車所としての利用の際にどの程度収入を確保できるか、また、経過年
数が47年経過している躯体等の老朽化対策を行いつつ、どう収益性を確保していくかというところである。

・周辺駐車の料金体系を勘案して設定している。

令和元年度

初の30分まで

二輪車その後30分ごと

1時間30分超

平成20年4月1日

2.将来の事業環境

()駐車需要の見通し

・過去5年(H27~RI)の利用台数は、普通車の減少が続いており、全体として毎年4%前後の減少率で推移しており、今
後もこの傾向は続くものと想定される。
・令和4年度の新市庁舎開庁により、利用台數の増加が期待できる。

定期駐車

印円

60円

200円/日

全日

昼間

19420円

14,020円

年度

27

平成28

平成29

30

49.438

49763

4717フ

48195

42780

33269

33.670

31.023

29801

27891

単位:台

17.619

17,169

17732

17267

18.036

100,326

100602

95.932

95 63

88.707

12moo

100000

80卯0

市民会館駐車 利用台数(単位:台)

0

平成27年廣 平成鵡年度

普通車 定期 二

御
器元



(2)料金収入の見通し

・過去5年間(H27~RI)の料金収入は普通車の減少が続いており、全体として毎年4%前後の減少率で推移しており、今後
もこの傾向は続くものと想定される。
・令和4年度の新市庁舎開庁により、利用台数が増えるこ七による料金収入の増加が期待できる

年度

平成27年

平成28

平 29

30

31,191,8即 2,811.940 22'52.630 1.546.6帥 5尋.即3050

31.572.9肋 2.734.260 22.948.020 1.546,om 5且.印1.260

29,985■如 2.887.750 21.633.570 1,4θ1.8卯 55,9闘.960

31,卯9.240 7フ7530 20.257.5卯 1 5044m 55.5●8.670

27.396.3902.922.030 19.142.170 1,544.325 51.m4,9巧

(3)施設の見通し

・昭和朝年度の供用開始後、令和3年3月末で47年が経過した施設である。
市民会館の附置務台数を確保し、耐用年数満了まで施設を利用していくために、長寿命化修繕計画などによる計画的な
修繕を実施していく必要がある。
・なお、市民会館が将来的に廃止された合には、市民会館地下駐車も廃止する。

、・円

(4)組織の見通し

市民会館地下駐車場使用料(単位:円)

・令和2年度から指定管理者制度(利用料金痢Dによる管理営を行っており、今後も指定管理者制度を活用した管理営
を行っていく予定である。
・現状では市営駐車全体の業務に職員2名体制で従しているが、今後、業務量を見直すことなどにより職員の適正な配
置に努める。

3
ー.、

方針1:安全・安心な施設の維持
定期的な施設の点検・を行うとともに、耐用年数の経過した設備等を更新し、利用者が安心して安全に利用できるよっ
駐車場施設の適切な維持・管理に努める。

基本方針2:経営の効率化
将来にわたり安定した駐車経営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理費のコスト縮減などに努め、よりーの経
営の効率化を図る。

方針3:収支の健全化
収入減により駐車営に支をきたさないよう、健全な経営を確保するため、駐車の利用促進を図り、安定した収入
の確保に努める。

0

平成力年度

苦通

平成ユぎ年度 平成29年塵

定期

早成30年塵令和元年塵

総売上回敷券

15

一
一
器
一
膿

二

元



4.投資・財政計画(収支計画)

(1)投'・財政計画(収支計回)及び財政シミュレーション:別紙のとおり

(2)投・財政計画(収支計画)の策定に当たっての説明

①収支計画のうち投についての説明

目

建設後47年経過しており、毎年140万程度の修繕を見込むことで、日常的な修繕の対応を指定管理者により行う。
また、大規模修繕にっいては、長寿命化修繕計画及ぴ設備更新計面に基づき計画的に行うが、定期的な施設の京「検によ
り発亘された新たな修繕、改修禽所にっいては、その都度柔軟に対応し、駐車の利用に不都合が生じないようにする。ま
た、稼働率にっいては、類似施設平均よりも高い状況を維持できている'とから、これを継続することを目標とする。゜

標

【建設改良】
・公共施設マネジメント1一づき、聞年の耐用年数経過時に大規摸改修を想定している。
【起債償'金(元金)】
・現起債元金については、現行償'計回による。
・予定起債元金については、償期間20年(うち据 3年)、金和11.01%、元利均等を想定している。

・施設本体の改修・修繕を長寿命化修繕計画、設備更新計画f-
・稼働率を過去5年間の平均の値(1叫叱程度)に保つ。

②収支計画のうち財源についての説明

目

令和元年度時点での稼働率が194%であり、今後の大幅な利用増は見込めないことから、利用料金の規模は現行水準で
推移すると見込んでいる。
【営業収益】
.駐車納付金については、協定額を自動車保有台数の推計値で補正(人口減少考慮、観光未考慮)している。
【繰入金】
・なし
【起債】
・工請負費(建設改良費)に該当する金額の起債借入を想定している。

・令和2年度から指定管理者制度(利用料金伽Dを導入しており、主な財源となる指定管理者から
の納付金額を現在水準で維持する。

づき計画的に実施する。

③収支計画のうち投以外の経費についての説明

安定経営を図るため、サービス向上の取り組みを図り、利用客の増加に努める。

【管営】
.年度ごとにバラつきが大きいため平準化し、主に過去10年の平均値を計上し、金額が小さいものは過去10年の大値を計
上している。
【支払利息】
・現起債元金については、現行償'計画による。
.予定起債元金については、償'期間20年(うち据置3年)、金利1.01%、元利均等を想定している。

16



(3)投・財政計画(収支計画)1こ未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

1 今後の投'についての考え方・検討状況

民間活用・指定管理者制度の活用を継統する。

駐車
適
の配
正

投

・地、火災等の有事の際の指定管理者の対応マニュアルを作成し、避難訓練を実施するなど施その他の取組
設を管理する上で必要となる防災対策を講じている

②今後の財源についての考え方・検討状況

・社会勢や周辺駐車の料金体系などを踏まえ、安定した駐経営ができるよう適正な料金料
設定について検討する。

・本駐車の利用者の大部分は市民会館の来館者であるため、市民会館と連し来館者の満足
利用者増加に度を向上させることにより、来回数の増加を図る。
向けた取組・定期駐車券を継続するとともに、子マネー対応算機の入などにつぃて検討し、安定した収

益確保に努めていく。

企業債・防犯カメラ更新や躯体改修などの大規模改修を行う合に利用する。

の平準化

・長崎市駐車整備計画に沿った配としている。

・修繕個所や設備投'をすべき箇所を指定管理者と協議しながら、計画的な投を行う。

平成30年度に駐車施設整金を造成し、金積立を行っている。そのため、今後は一般会繰 金入
計からの繰入金に頼らない営に努める。

産の有効活
・継続して行政財産の貸付による自販売機のを行っていく。用等による収入
・デジタルサイネージによる広告収入など収入増対策について検討していく。増加の取組

・民間のノウハウを活用することで、施設の活用による効果的な収益確保の方策などについて検討その他の取組
する。

③投'以外の経についての考え方・検討状況

・指定管理者の業務範囲外の維持管理に係る業務経については、業務の見直しや効率化を図
委託料ることにより必要小限の計上にとどめる。

管理

職員給与

営

その他の取組

・指定管理者と協力して、コストの削減に努め、適切な管理営を計上する。

・駐車事業特別会計による職員給与の計上はないが、市営駐車全体で職員2名体制で指
定管理者の業務範囲外の対応をしており、今後、業務を見直すことなどにより職員の適正な配
に努める。

・指定管理者と連を図り、民間企業のノウハウを活用し、経の削減に取り組む。

の
ヒ



5 ノ、゛'、.゛、

事業の、提供
するサービス自体
の必要性

公営企業として実
施する必要性

'

本駐車は、市民会館の利用者やその周辺への通勤者などの駐車需要に対応する駐車であ
り、市民会館利用者や通勤者などの利便性の向上を図るうえで本駐車は必要な施設である。

・本駐車場は、市民会館の地下に位し、市民会館利用者の駐車場としての機能を有しており、さ
らには、周辺ゐ路上駐車を防止し、道路女通の円滑化を図る必要があることから、本市による通営
が適当である。

ナ

経営戦略の事後
検証、改定等に
関する事項

・策定した経営戦略については、定期的に進捗状況等の分析・評価などの検証を行うとともに、利
用者二ーズや社会環境の変化等を踏まえ、適宜修正を行っていく。
.具体的には、毎年の決が公表された後、経営戦略の収支計画との罪や他計画との内容の整
合などを検証し、後年に影響が出てくる合は、収支計画を修正する。
・新市庁舎の駐車場のあり方をはじめ、現市庁舎跡地の活用計画や市民会館の建替えとの調整を
図りながら、経営戦略の見直しを行う。
・なお、経営戦略の改定を行った際は、市のホームページ上に公表する。
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事

4長崎市駐車場事業経営戦略(松が枝町駐車場)【案】

体

策

業

名

計

定

名

※施設の耐用年数を竣工後閃年とし、耐用年数満了(令和22年度)後、令和50年度までを計画期間とする。

1」皇茎握壁

(1)業形態

法適(全部適用・一部適用)
事粂開始年月日非適の区分

画

日

期 間

長崎市

令和

駐車事業

令和

3

職

年

2

種

員

年度

3

立

数

非適用

2人(兼務)
(8駐車で2人)

都市計画駐車

月

別添12-1

駐車

類

^

地

使用面積

営

令和

業時間

50

3β79 rrr

7時~22時(フ/20~10/9)
7時30分~18時(12/1~2/末)
7時~19時(上記以外)

ア民間委託

観光地周辺 年

民間活用の状況イ指定管理者制度

年度

施

構 造

建設後(建替後)の経過年
数

設 名

収

ウ PPP・PFI

昭和51年7月1日

容

長崎市松が枝町駐車

数

指定管理者制度(利用料金制)

地下式

普通車 39台
車 10台
ス 16台

23

44

台



(2)料金形態

/、ス

(30人以上)

最初の30分まで

最初の1時間まで

その後30分ごと

1時超

宿泊及び夜間料金

最初の帥分まで

最初の1時間まで

モの後30分ごと

1時間超

宿泊及び夜聞料金

マイウロバス
(11~29人)

1,500円

750円

料金形態の考え方

1.040円ノ(1700~翌80の

料金改定年月日
璃費親功みの改定は含富ない]

充0円

(3)現在の経営状況

・別紙の経営比較分析表(令和元年度決)1こおいて、収益的収支比率が167%で100%を上回っており、類似施設平均と
比較しても高くなっている。また、他会計補助金比率も0%と類似施設平均より低く、一般会計からの繰入金に依存していな
い経営状況である。
・売上高GOP比率衾びEBrrDAにっいても類似施設平均を上回っているため、収益性は確保できていたといえる。さらに、
稼働率は214%となっており、近年横ぱいで推移していた。
.しかし、令和2年度は、新型コロナウィルスの影響による収益の減少により、一会計からの繰入を行ったうえ、令和3年
度及ぴ4年度は利用料金併用制を適用し、指定管理委託料の支払が必要という経営状況となっている。
・今後の課としては、観光客が減少している際にどの程度収入を確保できるか、また、経過年数が44年経過している躯体
等の老朽化対策を行いつつ、どう収益性を確保していくかというところである

・周辺駐車場の料金体系を勘案して設定している。

1.伽0円/(17:00~翌800)

普通車等

最初の30分まで

最初の1時間まで

その後3畍ごと

2時間超

2時間即分超

宿漕及ぴ夜間料金

最初の30分まで

その後30分ごと

1時問鵠分超

平成20年4月1日

二轄車

2.将来の事業環境

(1)駐車需要の見通し

・過去5年間(H27~RI)の利用台数は、平成28年度以降、ほぼ横ぱいで推移してきたが、令和元年度は新型コロナウイル

3卯円

140円

ス感染症の影響による観光客の減により駐車台数が減少している。
.令和2年度においても、新型コロナウィルス感染症の影響により利用台數が大きく減少しているものの、終息すれぱ、平成

部0円/(17刃0~翌8伽)

印円

60円

200円/日

30年度程度に持ち直してくると想定している。

平成27

平成2

成29

21.363

18106

19.192

453

バス

16.909

12.825

11,939

21

単位:台

330

17521

239

144

38.725

35

312引

11.078

45000

40000

ヨ5000

ヨ00伽

25000

2卯00

15000

100伽

5000

0

31,370

9.223

427

26,フ79

松が枝町駐車 利用台数(単位:台)

平成訂年廣 平血8年塵

車

24

平成ユ9年度

ノξス二軸車

平成30年度

総合計

令和元年崖

二



(2)料金収入の見通し

・過去5年間(H27~RI)の料金収入は、平成28年度以降、ほぼ横ぱいで推移してきたが、令和元年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響による観光客の減に'り料金収入が減少Lている。』'
・令和2年度においても、新型コロナウイルス感染症の影響により料金収入が大きく減少しているものの、終息すれぱ、平成
30年度程度に持ち直してくると想定している。

年

平成27

成2

車

12.6舶.之伽

9.602.150

11'997.510

地.1了2660

10.969.5伽

平成30

単位:円

車バス回数合計

84,620 34297■60 ?.664.^】 49.7U.1θ0

52.140 之4.663.940 2,666.4伽 36'98'.630

36.9如 23962砧0 2.664.^ 3■.661010

24.300 23.57フ.070 2.220.ι^ 38.99'030

6380 20.037.510 2.332.080 33.345.470

(3)施設の見通し

・昭和51年度の供用開始後、令和3年3月末で44年が経過している。
・グラバー園などの観光施設利用者のための主要な駐車であることから、長寿命化修繕計画などに
修・修繕を実施し、現施設を維持していく。

(4)組織の見通し

・令和2年度から指定管理者制度(利用料金制Dによる管理運営を行っており、今後も指定管理者制度を活用した管理運営
を行っていく予定である。
・現状では市営駐車場全体の業務に職員2名体制で従事しているが、今後、業務量を見直すことなどにより職員の適正な配
に努める。

松が枝町駐車

如^

ヨ0^

20^

10^抑

使用料(単位:円)

3.経営の基本方針

基本方針1:安全・安心な施設の維持
定期的な施設の点検・修繕を行うとともに、耐用年数の経過した設備等を更新し、利用者が安心して安全に利用できるよう
駐車施設の適切な維持・管理に努める。

基本方針2:経営の効率化
将来にわたり安定した駐車営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理のコスト縮減などに努め、よりーの経
営の効率化を園る。

基本方針3:収支の健全化
収入減により駐車経営に支をきたさないよう、健全な経営を確保するため、駐車の利用促進を図り、安定した収入
の確保に努める。

0

平成ユフ年度

車

平成2岬塵

二輪車

平成29年度

バス

平成30年度令和元年度

総売上回数券

づき計画的な改

25

二
二

元



4

(1)投・財政計回(収支計画)及び財政シミュレーション;別紙のとお

(2)投'・財政計画(収支計画)の策定に当たっての説明

①収支計画のうち投資についての説明

・施設本体の改修・修繕を長寿命化修繕計画、設備更新計画に基づき計画的に実施する。
標目 ・稼働率を過去5年問の平均の値(215%程度)に保つ。

宙

の両駐車合計額)を見込むこと

宙

建設後斜年経過しており、毎年140万程度の修繕費(松が枝町と松が枝町第2駐
で、日常的な修繕の対応を指定管理者により行う。
矢規模修繕にっいては、長寿命化修繕計画及び設更新計画にづき計回的に行うが、定期的な施設の点検により発
見された新たな修繕、改修箇所にっいては、その都度柔軟に対応し、駐車の利用に不都合が生じないようにする。また、
稼働率にっいては、類似施設平均よりも高い状況を維持できている己とから、これを継続することを目標とする。

安定経営を図るため、サービス向上の取り組みを図り、利用客の増加に努める。

【管理営費】
.年度ごとにバラつきが大きいため平準化し、主に過去10年の平均値を計上し、金額が小さいものは過去10年の大値を計
上している。
【支払利息】
・現起債元金については、現行償'計画による。
・予定起債元金については、償還期間20年(うち据 3年)、金利1.01%、元利均等を想定している。

【建設改良】
.公共施設マネジメント1一づき、闘年の耐用年数経過時に建替更新を想定している。
【起債償'金(元金)】
・現起債元金については、現行償還計画による。
予定起債元金については、償期間20年(うち据置3年)、金利1.01%、元利均等を想定している。

②収支計画のうち財源についての説明

・令和2年度から指定管理者制度(利用料金制)を
標目

の納付金額を現在水準で維持する。
入しており、主な財源となる指定管理者から

令和元年度時点での稼働率が215貼であり、今後の大幅な利用増は見込めないことから、利用料金の規模は現行水準で
推移すると見込んでいる。
【営業収益】
.駐納付金については、協定額を自車保有台数の推計値で補正(人口減少考慮、観光需要未考慮)している。
・令和21~22年度は、建替えによる工期間中の収入減を想定している。
【繰入金】
.建替え以降は収支が赤字になるものと想定しているため、他の駐車の売上と基金の取り崩しで補することを想定して
いる。
【起債】
・工事負費(建設改良費)に該当する金額の起債借入を想定している。

26

③収支計画のうち投'以外の経費についての説明



(3)投'・財政計画(収支計画)に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

1 今後の投についての考え方・検酎状況

民間活用・指定管理者制度の活用を継続する。

駐車
適
の配
正

投

・地、火災等の有事の際の指定管理者の対応マニュアルを作成し、避難訓練を実施するなど施その他の取組
設を管理する上で必要となる防災対策を講じている

②今後の財源についての考え方・検討状況

金・社会勢や周辺駐車の料金体系などを踏まえ、安定した駐車営ができるよう適正な料金料
設定について検酎する。

利用者増加に・イペント等に対応した営業時間を設定するとともに、子マネー対応精機の導入などにっいて
向けた取組検討するなど安定した収益確保に努めていく。

の平準化

27

・長崎市駐車整備計画に沿った配としている

・修繕個所や設備投'をすべき箇所を指定管理者と協議しながら、計画的な投'を行う。

企

繰入金.平、30 に設を'し、金積立を行っている。そのため、今後は一般会

産の有効活.行政財産の貸付による自動販売機のを継続していく。用等による
入増加の取組.デジタルサイネージによる広告収入など収入増対策にっいて検討していく。

その他の取組.民問のノウハウを活用することで、施設の活用による効果的な収益確保の方策などにっいて検討
する。

③投'以外の経費についての考え方・検討状況

委託料._の囲の理に係る業経費にっいては、集務の見直しや効率化を図

業 債 ・消火設備や監視カメラなどの大規椣改修を行う合に利用する。

管理運営

職員給与

その他の取組

・指定管理者と協力して、コストの削減に努め、適切な管理営を計上する。

・駐車事業特別会計による職員給与の計上はないが、市営駐車全体で職員2名体制で指
定管理者の業務範囲外の対応をしており、今後、業務を見直すことなどにより職員の適正な配
に努める。

・指定管理者と連携を図り、民間企業のノウハウを活用し、経の削減に取り組む。

の
化



5 ノ、

事業の義、提供
するサービス自体
の必要性

公営企業として実
施する必要性

.本駐車は、グラバー園などの観光地を自動車や観光バスで訪れる観光客の駐車需要に対応す
る駐車であり、観光客の利便性の向上を図るうえで必要な施設である。

.本駐車は、グラバー園などの観光地を自動車や観光バスで訪れる観光客のための駐車であ
り、南山手.重山手地区における路上駐車を防止し、道路交通の円滑化を図る必婁があることか
ら、本市による営は適当である。

ナ

.策定した経営戦略にっいては、定期的に進捗状況等の分析・評価などの検証を行うとともに、利
用者二ーズや社会環の変化等を踏まえ、適宜修正を行っていく。
.具体的には、毎年の決が公表された後、経営戦略の収支計匝「との示や他計画との内容の整
合などを検証し、後年に影響が出てくる合は、収支計画を修正する。
.本駐車にっいては、松が枝地区における長崎港湾整備(2バース化)と調整を図りながら、本経
営戦略の見直しを実施していく。
・なお、経営戦略の改定を行った際は、市のホームページ上に公表する。
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収支・起

700百万円

. 出歳入

600百万円

長市駐車場

500百万円

400百万円

松が枝町P建替え

(R21:2039年度~R22:2040年度)

(13.5 )

特別会計松が枝町駐車

300百万円

200百万円

1伽百万円

財政シミュレーション(H29:2017年度~R50:2068年度)

基金残高約'10.5億円
(基金取り崩し)

単年度収支^起還(元金)^起

金残高

100百万円

'100百万円

' 300百万円

(利子)

' 500百万円

Ⅲ
歳入

'700百万円

'900百万円

歳出 ^基金残高

'1100百万円

' 1300百万円

'1500百万円
婿
器
O
N

塒
さ
月

塒
壌
寓

塒
拾
0
~

塒
芯
禽

出
般
寓

獣
鎧
O
N

嚇
●
0
~

婿
岳
ヨ

琳
歌
0
~

批
訟
禽

塒
誘
O
N

尉
拐
O
N

出
瞭
O
N

出
冨
O
N

出
仇
O
N

出
Ⅸ
O
N

出
副
又

塒
吊
0
~

出
小
寸
0
~

出
曽
禽

塒
=
O
N

塒
山
寸
0
~

塒
山
苫
N

珊
井
R

批
曽
R

肝
N
苫
N

塒
=
R

婿
§
N

婿
需
又

婿
段
O
N

婿
籍
又

出
桧
0
~

婿
段
O
N

針
寸
巾
又

塒
需
月

塒
割
又

塒
冨
寓

朏
吊
月

批
禽
R

塒
鶴
R

塒
令
自

批
円
自

塒
山
容
N

婿
吋
N
月

塒
将
O
N

尉
N
容
N

塒
二
月

塒
0
容
N

噺
0
石
N

塒
叫
一
0
~

塒
、
ぢ
~



団

5長崎市駐車場事業経営戦略(松が枝町第2駐車場)【案】

事

体

策

業

名

計

定

名

※施設の耐用年数を竣工後65年とし、耐用年数満了(令和36年度)後、令和50年度までを計画期間とする。

画

日

期

1.事業概要

(1)事業形態

法適(全部適用・一都適用)
非週の区分

間

長崎市

令和

駐

令和

3

職

事業

年

2

種

員

年度

3

立

数

非適用

2人(兼務)
(8駐車で2人)

都市計画駐車

月

別添12-1

駐車

類

^

地

使用面

営業時間

令和 50

観光地周辺

事案開始年月日

民間活用の状況イ指定管理者制度

年度

施

構 造

建設後(建替後)の経過年
数

2,700

ア民間委託

7時~20時

設

M

名

収

ウ PPP・PFI

平成2年3月

長崎市松が枝町第2駐車

容 数

指定管理者制度(利用料金制)

地下式

普通車
二輪車
丈ス

30

9フム

2フム

12台

年

33

台



(2)料金形態

ノ{ ス

(30人以上)

最釖の即分まで

最初の1時問まで 15伽円

その後30分ごと 750円

1時間超

宿泊及び夜間料金 1.叫0円/(20:00~翌7.0の

最初の30分まで

最初の1時間まで 750円

その後30分ごと 370円

1時間超

宿泊及び夜間料金 1.叫0円/(2000~翌700)

マイウロバス
(11~29人)

早成ユフ年塵

34

料金形態の考え方

平成加年度

定期

料金改定年月日
イ訓畳税のみの改定は言李ない

車

平成M年度

二軸車

(3)現在の経営状況

・別紙の経営比較分析表(令和元年度決)1こおいて、収益的収支比率が1師"で100%を上回っており、類似施設平均と
比較しても高くなっている。また、他会計補助金比率も0%と類似施設平均より低く、ー=計からの繰入金に依存していな
い経営状況である。
・売上高GOP比率衾びEBrrDAにっいても類似施設平均を上回っているため、収益性は確保できていたといえる。さらに、
稼働率は157%となっており、近年横ぱいで推移していた。、___
.しかし、令和2年度は、新垂コロナウィルス感染症の影写による収益の減少により、一般会計からの繰入を行ったうぇ、令
和3年度及び4年度は利用料金併用制を適用し、指定管理委託料の支払が必要という経営状況となっている。
.今後の課としては、観光客が減少している際にどの程度収入を確保できるか、また、経過年数が30年経過Lている躯体
等の老朽化対策を行いつつ、どう収益性を確保していくかというと二ろである。

最初の釦分まで

初の1時間まで

その後30分ごと

2時間超

2時間30分超

宿泊及ぴ夜問料金

最初の30分まで

二輪車その後30分ごと

1時間30分超

定期駐車

・周辺駐車の料金体系を勘案して設定している。

平成ヨ0年度令和元年塵

総舎計バス

普通車等

平成20年4月1日

2.将来の事業環境

(1)駐車需要の見通し

.過去5年間(H27~RI)の利用台数は、平成28年度以降全体で年4%前後の減少率で推移してきたが、令和元年度は新型
コロナウイルス感染症の影響による観光客の減により減少率が高くなっている。
.令和2年度においても、新型コロナウィルス感染症の影響により駐車台数が大きく減少しているものの、終息すれぱ、平成
30年度程度に持ち直してくると想定している。

300円

140円

830円/役0:帥~翌7:伽)

60円

釦円

200円/日

11卯0円(平日昼)

平成27

28

平成29

成30

46.591

45762

4 820

42,391

37.069

14,104

14109

14,694

14631

14,565

3378

4663

5.067

3,610

3424

1、ス

5,96g

5841

5.597

4.462

3,481

'、

70042

70375

68.t78

聞.094

58,539

松が枝町第2駐車場利用台数(単位:台)

60^

50^

40mo

30MO

20伽0

10mo

0

器
合二

元



(2)料金収入の見通し

・過去5年間(H27~RI)の料金収入は、平成28年度以降全体で年8%前後の減少率で推移してきたが、令和元年度は新型
コロナウイルス染症の影響もその要因と考えられる。
・令和2年度においても、新型コロナウイルス感染症の 響により料金収入が大きく減少しているものの、終息すれぱ、平成
30年度程度に持ち直してくると想定している。

平成27

平成舶

平成29

30

和元年

之B.965.900 9.115,2伽

29.352.150 9082.8卯

27.155.290 9.396.αめ

27.207.730 9 B8Ⅸめ

(3)施設の見通し

,平成元年度の供用開始以来令和3年3月末で30年が経過している。
・グラバー園などの観光施設利用者のための主要な駐車であることから、長寿命化修繕計画などに基づき計画的な改
修・修繕を実施し、現施設を維持していく。
・また、松が枝地区の長崎港湾整(2バース化)1こあわせて路面車の延伸や複線化も検討されており、その合は、松
が枝璽2駐亨が支となるため、港,設(2バース化)の中で普通駐車の機能を確保するとともに、'既存建物を儀体
し、平面のバス駐車を確保するなどの対応を検討する。

(4)組織の見通し

・令和2年度から指定管理者制度(利用料金制)による管理営を行っており、今後も指定管理者制度を活用した管理営
を行っていく予定である。
・現状では市営駐車全体の業務に職 2名体制で従事しているが、今後、業務量を見直すことなどにより職員の適正な配
に努める。

23.423.630 9629.2m

646.100 ".6白3.1伽 4.203200 54,613.5伽

J{^ロ

878.780 ".317,180 3.994.4伽 54.625.310

970.900 10.438、を90 4.936.400 髄.8部,尋即

691.2m 8,9舶'680 1587600 477弱'210

単位:円

679.080 7.228.710 1.220.200 4之.180.800

松が枝町第2駐車 使用料(単位:円)

本方針1:安全・安IDな施設の維持
定期的な施設の点検・修繕を行うとともに、耐用年数の経過した設備等を更新し、利用者が安心して安全に利用できるよう
駐車施設の適切な維持・管理に努める。

基本方針2:経営の効率化
将来にわたり安定した駐車経営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理のコスト縮減などに努め、よりーの経
営の効率化を図る。

基本方針3:収支の健全化
収入減により駐車経営に支をきたさないよう、健全な経営を確保するため、駐の利用促進を図り、安定した収入
の確保に努める。

0

平成υ年塵平成論年度

庫二軸車バス

早成ユ9年座

定期

平皮30年座令和元年度

回数券雑売上

35
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4.投資・財政計画(収支計画)

0)投・財政計画(収支計画)及び財政シミュレーション:別紙のとおり

(2)投・財政計画(収支計画)の策定に当たっての説朋

①収支計画のうち投についての説明

目

建設後30年経過しており、毎年140万程度の修繕(松が枝町と松が枝町第2駐車の両駐車合計額)を見込むこと
で、日常的な修繕の対応を指定管理者により行う。
矢規模修繕にっいては、長寿命化修繕計画及'設備更新計画に基づき計画的に行うが、定期的な施設の点検により発
見された新たな修繕、改修箇所については、その都度柔軟に対応し、駐車の利用に不都合が生じないようにする。また、
稼働率につぃては、過去5年間の平均の値(156%程度)程度に保つことを目標とする。
【建設改良費】
.公共施設マネジメントにづき、価年の耐用年数経過時に建物解体による平面化を行う想定としている。
【起債償金(元金)】
・現起債元金については、現'計画による。
予定起元金については、償'期間20年(うち据 3年)、金弔".01%、元利均等を想定している。

標
・施設本体の改修を、長寿命化修繕計画、設備更新計画に基づき計画的に実施する
・稼働率を過去5年間の平均の値(156胎程度)程度に保つ。

②収支計画のうち財源についての説明

目

令和元年度時点での稼働率が158%であり、稼働率の上昇を図るが、今後の大幅な利用増は見込めないことから、利用
料金の規模は現行水準で推移すると見込んでいる。
【営業収益】
.駐車付金については、協定額を自車保有台数の推計値で補正(人口減少考慮、観光需要未考)している。
・令和35~36年度は、建替えによる工期間中の収入減を想定している。
【繰入金】
.建替え以降は、収支が赤字になるため、他の駐車の売上と基金の取り崩しで補することを想定している。
【起債】
・工事請負(建設改良費Xこ該当する金額の起債借入を想定している。

標
・令和2年度から指定管理者制度(利用料金制)を導入しており、主な財源となる指定管理者から
の納付金額を現在水準で維持する。

③収支計画のうち投以外の経費についての説明

安定経営を図るため、サービス向上の取り組みを図り、利用客の増加に努める。

【管理営】
.年度ごとにバラつきが大きいため平準化し、主に過去10年の平均値を計上し、金額が小さいものは過去10年の大値を計
上している。
【支払利息】
・現起債元金については、現行償'計画による。
予定起債元金については、償'期間20年(うち据 3年)、金利1.01%、元利均等を想定している。

36



3)投・財政計画(収支計画)に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

1 今後の投についての考え方・検討状況

民間活用・指定管理者制度の活用を継続する。

駐車
適
の配
正

投'の平準化

・地、火災等の有事の際の指定管理者の対応マニュアルを作成し、避難訓練を実施するなだ施その他の取組 設を管理する上で必要となる防災対策をじている。'

②今後の財源についての考え方・検討状況

金・社会勢や周辺駐車の料金体系などを踏まえ、安定した駐車経営ができるよう適正な料金料
設定について検討する。

用者増加に・定期駐車券の発行を継続するとともに、イベント等に対応した営業時間の設定や子マネー対応
けた取組 機の導入などについて検討するなど安定した収益確保に努めていく

営

・長崎市駐車整備計画に沿った配としている。

・修繕個所や設投'をすべき箇所を指定管理者と協議しながら、計画的な投を行う。

企

・平成30年度に駐車施設整備金を造成し、金立を行っている。そのため、今後はー ^金繰 入 ^

計からの繰入金に頼らない営に努める。

・行政財産の付による自販売機の設を継続していく。
・デジタルサイネージによる広告収入など収入増対策について検討していく。

その他の取組・民間のノウハウを活用することで、施設の活用による効果的な収益確保の方策などにっいて検討
する。

③投'以外の経についての考え方・検討状況

委託料理の囲外の維持管理に係る業務経にっいては、業務の見直しや効率化を図

業

その他の取組

債

・指定管理者と協力して、コストの削減に努め、適切な管理営を計上する。

・駐車事集特別会計による職員給与の計上はないが、市営駐車全体で職員2名体制で指
定管理者の業務範囲外の対応をしており、今後、業務量を見直すことなどにより職員の適正な配
に努める。

・指定管理者と連を図り、民間企業のノウハウを活用し、経の削減に取り組む。

・消火設備や監視カメラなどの大規模改修を行う合に利用する。
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5.公営企業として実施する必要性など

業の、提供
するサービス自体
の必要性

公営企業として実
施する必要性

・本駐
る駐車

は、グラバー園などの観光地を自動車や観光バスで訪れる観光客の駐車需要に対応す
であり、観光客の利便性の向上を図るうえで必要な施設である。

.本駐車場は、グラバー園などの観光地を自動車や観光バスで訪れる観光客のための駐車であ
り、南山手.重山手地区における路上駐車を防止し、道路交通の円滑化を図る必婁があることか
ら、本市による運営は適当である。

経営戦略の事後
検証、改定等に
関する事項

.策定した経営戦略については、定期釣に進捗状況等の分析・評価などの検証を行うとともに、利
用者二ーズや社会環の変化等を踏まえ、適宜修正を行っていく。
.具体的には、毎年の決が公表された後、経営戦略の収支計画との罪や他計画との内容の整
合などを検証し、後年に影響が出てくる合は、収支計画を修正する。
.本駐車場にっいては、松が枝地区の長崎港湾整(2バース化)に'わせて路面車の延伸や複
線化も検討されており:その合は、松が枝第2駐車が支となるため、港設(2バース化)
の中で普通駐車の機能を確保するとともに、既存建物を解体し、平面のバス駐車を確保する
などの対応を検討し、本経営戦略の見直しに反映させる。
.なお、経営戦略の改定を行った際は、市のホームページ上に公表する。
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収支・起

400百万円

・歳出歳入

350百万円

長市車場事特別会計松が枝町第2 車

300百万円

250百万円

2伽百万円

150百万円

100百万円

50百万円

財政シミュレーション(H29:2017年度~R50:20朋年度)

松が枝町第2P平面化※

(R35:2053年度~胎6:2054年度)

単年度収支^起還(元金)^起

基金残高約1β億円

'郡1丁+

金残高

400百万円

※松が枝地区における港'整備計画などの動向を踏まえ、松が枝町第2駐車場のあり方を検証

300百万円

(利子) 歳入

200百万円

歳出 ^基金残高

100百万円
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団

事

6長崎市駐車場事業経営戦略(茂里町駐車場)【案】

体

策

業

名

計

定

※広式駐車で建物がないため、耐用年数は工作物であるアスファルト舗装と同様の10年とし、
耐用年数満了(令和12年度)後二令和50年度までを計画期間とする'

」^

(1)事業概要

生適(全郁適用・一郁遼用)
事業開始年月日非適の区分

名

画

日

期 間

長崎市

令和

駐車事業

令和

3

職

年

2

種

員

年度

3

立

数

非適用

2人(兼務)
(8駐車で2人)

都市計画駐車

月

駐車

別添12-1

類

^

地

使用面積

営業時間

令和

商業施設周辺

50

43

民間活用の状況イ指定管理者制度

年度

施

造

建設後(建替後)の経過年
数

2β12

ア民間委託

0時~24時

設

市

名

収

ウ PPP・PFI

令和2年度

容

長崎市茂里町駐車

直営(業務委託)【令和3年2月~3月】

指定管理者制度(利用料金制)【令和3年4月~】

数

広式

0 年

135 台台



(2)料金形態

普通車等

最初の30分まで

最初の1時間まで

その後30分ごと

2時超

2時問30分超

宿泊及び夜間料金

料金形態の考え方

130

料金改定年月日
ι涜費税のみの哉建は言聿ない)

120

.使用料定とすべきコスト(施設の管理運営に要する経)、用地及び建設に係る'費及
び利用目的台数並びに受益者負担率により再定した使用料と従前の使用量とを比較検酎した
結果、従前と同額となつた。

(3)現在の経営状況

30分ごとに40円
(22:00~翌8:00)

.茂里町駐車は、令和3年2月1日供用開始であるため、別紙の経営比較分析表(令和元年度決)における分析結果は
なく、令和2年度は巨箇月のみの稼働となり、令和元匡度邑同程度の収益となる見込みである。
.令和3年度から指定管理者制度を導入ずるが、新型コロナウィルス感染症の影響が継続する前提での入であり、利用
料金併用制を採用することとしている。_、_
.令和元~2年度に再整(地下式⇔1戸面式)を実施したことにより収支の改善が期待できるが、今後、再整に伴う元利償
'金の返'が発生することになる。

2.将来の事業環境

(1)駐車場需要の見通し

.茂里町仮設駐車の令和2年度4月からⅡ月までの月平均台數が1.1B4台(年換:約14200台)であり、新型コロナウィル
ス感染症の響が続くと仮定した場合、令和3年度も令和2年度と同様に1年で14200台程度の利用台数、なる見込みであ
る。
.新型コロナウィルス感染症が終息すれば、従前の状況二回復するものと想定される。

年度

平成28

平成29

30

38.583

94742

※平成28年度から令和元年度は茂里町地下駐
※令和2年度は茂凰町仮設駐場のⅡ月までの数

46,668

47.311

単位:台

合計

4 829

466能

47,311

4 829

38,583

9.474

の数値

5卯伽

450m

4^m

350伽

3伽伽

250伽

2伽伽

150伽

1伽m

50伽

0

茂里町地下及び仮設駐車 利用台数(単位:台)

平脚8年塵 早成ユ9年塵平成如年度

昔通車 稔合計

44

令和元年塵 令和2年度

元



(2)料金収入の見通し

・令和2年4月から11月までの月平均収入が659,5能円(年間換:フ,900千円)であり、新型コロナウィルス感染症の影響が
続く合、令和3年度も令和2年度と同程度の萪金収入となる見込みである。
・新型コロナウイルス感染症が終息すれぱ、従前の状況に回復するものと想定される。

年度

平成28

平成29

平成30

24■82,'90 1,570.200 26、5耽.690

26ユ船.4伽 1.705.^ 27.9984m

22.フフフ.450 1.527.600 之4.き05.050

20,392290 1.4?0.800 21引 090コC

2 4.67フ.710 598.600 5.276.310

※平成28年度から令和元年塵は茂里町地下駐場の数値
崇令和2年塵は茂里町仮設駐車場の"月までの数値

0

単位:円

^

(3)施設の見通し

・供用開始後、令和3年3月末で2ケ月が経過している。
・当面、修繕や改修の必要はないが、計画的に改修・修繕を実施し、現施設を維持していく。

ヨ^

之501^

(4)組織の見通し

・令和3年度から指定管理者制度(利用料金伽Dによる管理営を行うこととしており、今後も指定管理者制度を活用した管
営を行っていく予定である。

・現状では市営駐車全体の業務に職員2名体制で従事しているが、今後、業務量を見直すことなどにより職員の適正な配
置に努める。

200^^

150^伽

茂里町地下及び仮設駐車

Im^伽

50^伽

0

平成M年度

基本方針1:安全・安心な施設の維持
定期的な施設の点検・修繕を行うとともに、耐用年数の経過した設備等を更新し、利用者が安心して安全に利用できるよう
駐車場施設の適切な維持・管理に努める。

本方針2:経営の効率化
将来にわたり安定した駐車営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理費のコスト縮減などに努め、よりーの経
営の効率化を図る。

本方針3:収支の健全化
収入減により駐車場経営に支をきたさないよう、健全な経営を確保するため、駐車の利用促進を図り、安定した収入
の確保に努める。

使用料

平皮酋年度

普通車

平成30年度

回敷券

令和元年度

鯰廃上

令和2年度

45



4

(1)投・財政計画(収支計画)及び財政シミュレーション:別紙のとおり

(2)投・財政計画(収支計画)の策定に当たっての説明

①収支計画のうち投についての説明

・施設本体の改修・修繕を長寿命化修繕計画、設備更新計画に
標目

・稼働率100%以上を目指し、収益を向上させる。

玉

③収支計画のうち投資以外の経費についての説明

宙

安定経営を図るため、サービス向上の取り組みを図り、利用客の増加に努める。

【管理営費】
年度ごとにバラつきが大きいため平準化し、主に過去10年の平均値を計上し、金額が小さいものは過去10年の大値を計
上している。
【支払利息】
現起債元金:現行償'計回による。
予定起元金・償'期問20年(うち据 3年)、金罰Ⅱ.01%、元利均等を想定している。

日常的な修繕の対応を指定管理者により行う。また、稼働率については、現在の32%(茂里町仮設駐車場)からできるだ
け10096へ近づけることを目とする。
【建設改良費】
.広式駐車場のため、アスファルト舗装の耐用年数を10年とし、10年毎に改修工を実施することを想定している。
【起債償'金(元金)】
・現起債元金については、現行'計画による。
.予定起元金にっいて1含、償'期聞20年(う'据 3年)、金和".01%、元利均等を想定している

②収支計回のうち財源についての説明

・令和3年度から指定管理者制度(利用料金仰Dを導入し、主な財源となる指定管理者からの納付
目

金額を現在水準で維持する。

46

令和元年度時点での稼働率が能怖であり、稼働率の上昇を図るが、今後の大幅な和用増は見込めない二とから、利用料
金の規模は指定管理者による紬付金が現行水準で推移すると見込んでいる。
【営業収益】
.駐付金にっいては、協定額を自車保有台数の推計値で補正(人口減少考慮、観光需要未考慮)している。
【繰入金】
・なし
【起債】
工事請負費(建設改良)に該当する金額の起債借入を想定している

づき計画的に実施する。



(3 投・財政計画(収支計画)に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①今後の投'についての考え方・検討状況

民間活用・令和3年度からは指定管理者制度(利用料金制Dを活用する。

駐車
適
の配
正

投

その他の取組、"の.のの理者職員の対応マニユアルを作成し,施設を管理する上で必要

②今後の財源についての考え方・検討状況

金・社会勢や周辺駐の料金体系などを踏まえ、安定した駐車軽営ができるよう適正な料金料
設定について検討する。

者増加に・機械式の地下駐車から平面の自走式駐車に再整し、利用者の利便性の向上を図った。利用

向げ た取組・隣接するブリックホールと連携し、利用促進に向けた取組みについて検討する。

の平準化

・長崎市駐車整備計画に沿った配としている。

・修繕個所や設備投'をすべき箇所を指定管理者と協しながら、計画的な投を行う。

47

企 案

繰入金

債 ・全体的なアスファル舗装の改修などを行う含に利用する。

その他の取組'民間のノウハウを活用することで、施設の活用による効果的な収益確保の方策などにっいて検討
する。

③投'以外の経についての考え方・検討状況

・指定管理者の業務範囲外の維持管理に係る業務経については、集務の見直しや効率化を図委託
ることにより、必要小限の計上にとどめる。

・計回期間における繰入金の予定はない。

近隣の商業施設等との連などにより利用者増を図るための取組みを検討する。

管理

職員給与

営

その他の取組

・コストの削減に努め、適切な管理営を計上する。

・駐車事業特別会計による職員給与の計上はないが、市営駐車全体で職員2名体制で指
定管理者の業務範囲外の対応をしており、今後、業務を見直す二となどにより職員の適正な配
に努める。

・指定管理者と連を図り、民間企業のノウハウを活用し、経の削減に取り組む。

の
ヒ

活
収
組

効
る
取

有
よ
の

の
に
加

産
等
増

資
用
入



5.公営企業として実施する必要性など

事業の意義、提供
するサーピス自体
の必要性

公営企業として実
施する必要性

.本駐車は、主に隣接するブリックホールやハートセンター利用者の駐車需要に対応する駐車
であり、自動重で来られる利用者の利便性の向上を図るうえで必要な施設である。

.本駐車は、主に隣接するブリックホールやハートセンターへ利用者のための駐車としての機
能を有しており、さらには、周辺の路上駐車を防止し、道路交通の円滑化婁図る必要があることか
ら、本市による運営が適当である。

経営戦略の事後
検証、改定等に
関する事項

.策定した経営戦略につぃては、定期的に進捗状況等の分析・評価などの検証を行うとともに、利
用者二ーズや社会環境の変化等を踏まえ、適宜修正を行っていく。
.具体的には、毎年の決が公表された復、経営戦略の収支計面との禾や他計画との内容の整
合などを検証し、後年に影響が出てくる合は、収支計画を修正する。
.なお、経営戦略の改定を行った際は、市のホームページ上に公表する。。
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収支・起・歳出歳入

250百万円

200百万円

長崎市車場事業特別会計茂里町駐車場財政シミュレーション(H29:2017年度~R50:2068年度)

150百万円

1卯百万円

50百万円

茂里町地下P平面化

(RI:2019年度~R2:2020年度)

(約2.5円)

'50百万円

^、.

墓金残約'0.2億円
(基金取り崩し)

単年度収支 ^起償選(元金)

金残高

100百万円

50百万円

^起償還(利子)

百万円

'50百万円

' 100百万円

歳出

' 150百万円

^基金残高

'200百万円

'250百万円

'300百万円
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団

7長崎市駐車場事業経営戦略(平和公園駐車場)【案】

事

体

策

業

名

計

定

名

※施設の耐用年数を竣工後価年とし、耐用年数満了(令和40年度)後、令和50年度までを計画期間とする。

画

日

期

1.事業概専

(1)事業形態

法覇(全部適用・一部適用)
非速の区分

問

長崎市

令和

駐車事業

令和

3

職

年

2

種

員

年度

3

立

数

非適用

2人(兼務)
(8駐車で2人)

都市計画駐車

月

別添12-1

駐車

類

^

地

使用面積

営業時間

令和 50

観光地周辺

事業開始年月日

民間活用の状況イ指定管理者制度

年度

施

地下部 7時~20時
地上部 0時~24時

造構

建設後(建替後)の経過年
数

フ.384

ア民間委託

設

rrr

名

収

ウ PPP・PFI

平成6年8月1日

容

長崎市平和公園駐車

数

指定管理者制度(利用料金制)

地下式

普通車
二輪車
ノ{ス

26

92台
6台
32ム

年

52

.
ー

台



(2)料金形態

ノ{ ス

(30人以上)

最初の即分まで

最初の1時まで

その後30分ごと

1時間超

宿泊及び夜閻料金

最初の30分まで

最初の1時間まで

その後30分ごと

1時間超

宿泊及び夜間料金

釖の30分まで

その後30分ごと

1時30分超

マイクロバス
(11~29人)

二輪車

2,090円 7:00~20.卯)

1.叫0円 a700~翌80の

15伽円

プリペイドカード

料金形態の考え方

1040円(フ:00~20.伽)

1,叫0円(1700~翌800)

60円

印円

200円/日

750円

料金改定年月日
清費貌のみの輩定は言肇ない)

普通車等
(地上部)

(3)現在の経営状況

620円(11回分) 6,200円

・周辺駐車の料金体系を勘案して設定している。

初の釦分まで

最初の1時間まで

1時間~1時問30分

1時間30分~2時間

2時超

2時30分超

宿泊及び夜間料金

最初の30分まで

初の1時間まで

1時間~1時問30分

1時闇30分~2時問

2時間超

2時間30分超

富泊及び夜間料金

・別紙の経営比較分析表(令和元年度決)において、収益的収支比率が152%で100%を上回っており、類似施設平均と
比較しても高くなっている。
・他会計補助金比率も0%と類似施設平均より低く、一般会計からの繰入金に依存していない経営状況である。
・売上高GOP比率及びEBITDAについても類似施設平均を上回っているため、収益性は確保できていたといえる。さらに、
稼働率は195%となっており、近年横ぱいで推移していた。
・しかし、令和2年度は、新型コロナウイルスの響による収益の減少により一般会計からの繰入を行ったうえ、令和3年度
及ぴ4年度は利用料金併用制を適用し、指定管理委託料の支払が必要という経営状況となっている。

平成20年4月1日

普通車等
(地下部)

260円

開0円

510円

能0円/(フ:00~20:00)

2.将来の事業環境

(1)駐車場需要の見通し

1時間ごとに70円
(20:Ⅸ)~翌7:伽)

・過去5年問(H27~RI)の利用台數は、普通車は年5%前後の減少率で推移し、バスは平成29年度までは増加していた
が、その後減少に転じている。
・令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の響による観光客の減により駐車台数が大きく減少しているが、終息すれ
ぱ、平成30年度程度に持ち直してくると想定している。

260円

380円

510円

620円/0:00~20:00)

830円ノ(17:00~翌80の

平成27

平成28

29

平成30

通

66,182

59257

車

単位:台

J(ス^言十

17098 83.736

19,897 79.644

24360 81943

20,383 74.208

17,095 68.562

57184

456

53503

490

50.961

399

322

506

平和公園駐車場利用台数(単位:台)

0

平成27年度

53

乎成胎年塵 平脚9年度

バス

平成30年度

総合計

令和元年度

加
鴇
鏘
鏘
膿

二

二

元



(2)料金収入の見通し

・過去5年間(H27~RI)の料金収入は、バスの収入が平成29年度に20怖程度急上昇して以降、普通車も含め減少傾向にあ
る。
・谷和2年度ぱ、新型コロナウィルス感染症の影響による観光客の減少により料金収入が大きく減少しているが、終息すれ
ぱ、平成30年度程度に持ち直してくると想定している。

平成27

平成28

平成29

之0.160.640

18.6M,430

元年

i{スロ ^

76.840 24.581.510 6.306.1^ 51.1之4.990

88.010 28.610,650 4.98B.7m 能,369,790

62.340 35.之76.280 4.585.5卯馳'353.310

46.960 291叫.990 4.帥0900 51.107.960

76.640 24.618.1伽 4.972.160 46.003、了叫

18,429,190

1了.071.110

16,336.8帥

単位:円

(3)施設の見通し

54

・平成6年度の供用開始後、令和3年3月末で26年経過している。
・平和公園利用者や観光客のための主要な駐車であることから、長寿命化修繕計画などに基づき計画的な改修・修繕を
実施し、現施設を維持していく。

60叫00叩

(4)組織の見通し

・令和2年度から指定管理者制度(利用料金伽Dによる管理運営を行っており、今後も指定管理者制度を活用した管理営
を行っていく予定である。
・現状では市営駐車場全体の業務こ職員2名体制で従事しているが、今後、業務量を見直すことなどにより職員の適正な配
に努める。

平和公園駐車 使用料(単位・円)

10^000

3.経営の基本方針

基本方針1:安全・安心な施設の維持
定期的な施設の点検・修繕を行うとともに、耐用年数の経過した設備等を更新し、利用者が安心して安全に利用できるよう
駐車場施設の適切な維持・管理に努める。

本方針2:経営の効率化
将来にわたり安定した駐車経営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理のコスト縮減などに努め、よりーの経
営の効率化を図る。

基本方針3:収支の健全化
収入減により駐車経営に支をきたさないよう、健全な経営を確保するため、駐車の利用促進を図り、安定した収入
の確保に努める。

0

平成力年度

昔通

平成M年度

二轄車

平成29年座

バス

平成即年座令和元年崖

回数券 誌亮上

二



a)投'・財政計画(収支計画)及び財政シミュレーション:別紙のとおり

(2)投'・財政計画(収支計画)の策定に当たっての説明

①収支計画のうち投についての説明

目

建設後26年経過しており、毎年150万程度の修繕を見込むことで、日常的な修繕の対応を指定管理者により行う。
大規椣修繕については、長寿命化修繕計画及び設備更新計画にづき計画的に行うが、定期的な施設の点検により発
見された新たな修繕、改修箇所については、その都度柔軟に対応し、駐車の利用に不都合が生じないようにする。また、
稼働率については、類似施設平均よりも高い状況を維持できていることから、これを継続することを目標とする。
【建設改良】
・公共施設マネジメント1こづき、閃年の耐用年数経過時に大規模改修を想定している。
【起 金(元金)】
・現起債元金については、現行償'計画による。
・予定起債元金については、償期間20年(うち据 3年)、金利1.01%、元利均等を想定している。

標 施設本体の改修・修繕を長寿命化修繕計画、設更新計画1一づき計画的に実施する。
稼働率を類似施設の過去5年間の平均の値(197%程度)に保つ。

②収支計画のうち財源についての説明

目 標

令和元年度時点での稼働率が195%であり、今後の大幅な利用増は見込めないことから、利用料金の規模は現行水準で
推移すると見込んでいる。
【営業収益】
・駐車納付金については、協定額を自動車保有台数の推計値で補正(人口減少考、観光需要未考)している。
【繰入金】
・なし
【起債】
・エ

・令和2年度から指定管理者制度(利用料金制Dを導入しており、主な財源となる指定管理者から
の納付金額を現在水準で維持する

負(建設改良)1こ該当する金額の起債借入を想定している。

③収支計画のうち投'以外の経についての説明

安定経営を図るため、サーピス向上の取り組みを図り、利用客の増加に努める。

【管理営】
・年度ごとにバラつきが大きいため平準化し、主に過去10年の平均値を計上し、金額が小さいものは過去10年の
上している。
【支払利息】
・現起債元金については、現行償'計画による。
・予定起元金については、'期間20年(うち据 3年)、金利1.01%、元利均等を想定している。

大値を計

55



(3)投・財政計画(収支計画)に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①今後の投についての考え方・検討状況

民問活用・指定管理者制度の活用を継続する。

駐車
適
の配
正

投資の平準化

・地、火災等の有事の際の指定管理者の対応マニュアルを作成し、避難訓練を実施するなど施
その他の取組

設を管理する上で必要となる防災対策を講じている。

②今後の財源についての考え方・検討状況

・社会勢や周辺駐の料金体系などを踏まえ、安定した駐車営ができるよう適正な料金
料

設定について検討する。

リtークアンドライド駐車としての用を継続して取り組んでいく。
利用者増加に・令和6年には周辺で長崎スタジアムシティが開業する予定であるため、イベント等に対応した営業
向けた取組時間の設定や子マネー対応精算機の導入などについて検討するなど安定した収益確保に努め

ていく。

企業債・消火設更新や躯体改修などの大規改修を行う合に利用する。

56

・長埼市駐車場整備計画に沿った配としている。

・修繕個所や設備投'をすべき箇所を指定管理者と協しながら、計画的な投資を行う。

繰入金
・平成30年度に駐車施設整基金を造成し、金立を行っている。そのため、今後は一般会
計からの繰入金に頼らない営に努める。

・行政財産の付による自販売機のを継続していく。
・デジタルサイネージによる広告収入など収入増対策について検討していく。

・民間のノウハウを活用することで、施設の活用による効果的な収益確保の方策などについて検討
する。

以外の経費についての考え方・検討状況

・指定管理者の案務範囲外の維持管理に係る業務経については、業務の見直しや効率化を図
託料ることにより、必要小限の計上にとどめる。

資産の有効活
用等による収
入増加の取組

その他の取組

③投

委

管理

職員給与費

営費

その他の取組

・指定管理者と協力して、コストの削減に努め、適切な管理運営費を計上する。

・駐車事業特別会計による職員給与費の計上はないが、市営駐車全体で職員2名体制で指
定管理者の業務範囲外の対応をしており、今後、業務量を見直すことなどにより職員の適正な配
に努める。

・指定管理者と連を図り、民間企業のノウハウを活用し、経費の削減に取り組む。

の
化



5 ノ、゛、

施する、園周辺の路'駐車を防止し、道路交通の円滑化を図る必要があることから、本冷による'営は適

'、公や'バスで訪れる観光客の駐車需要に対応する駐車であ

ナ

経営戦略の事後
検証、改定等に
関する事項

用者二_二てム、て、的や進捗!大況等の!ナ析'評価よどの検証を行うとともに、利
ムナ、ど稜、々二奄ミ経営戦略の収支計画との乘離や他計画との内容の整
.なお、経営戦略の改定を行った際は、市のホームページ上に公表す、。
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長嶋県墨崎市長崎市平和曇■駐車場

業種冬業癌名

駐阜場整■事案生亦篭用

自巳資本儒成比率(")

尋市計両駐車場届出駐車場註当叡値なし
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血.0
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郎

1.収益等の状況

^

^者盈一合轟たりの他会計帽勅金凱(円)

【'1,.11

経営比較分析表(令和元年度決算)
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年向●
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10.■

0.0

0仲゛
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有
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1^

^高GOP比宰(弧)

皿該●

早均豊

^0
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1軸0

^0

鳳0

゛0

雌圃臺

円)

3.利用の状況

^軸皐偶)

駐車燥使用西積(

1.誌4

指定曽理制廣の埠入

代行制

申一

^の絶価(千剛

血隷巨

早吻■

^

1.267.286

■ 4

1●.■

^投貴屍品額(千円)

^

2.資産等の状況

ラワ凡
■当畝声殴値当畦

瓢似箆設早均(平均

n 令和元年度金■平均

黒^

鳳^

鳳^

謹^

隔、^

1■^

'^

0

^

帥1

【き帳●1

50.叫6

こつ、て

平鷹26度をもって壷設亭集憧の償運が完了Lた
ため,早健27年度から収益は字乞なっており、
他金計からの補動もないため、公営企業として安定
した経営状捉となっている.
しかし、新擢コ0ナウィルスの影春により楓光地
の人出が誠少し,年度末(2、 3月)の取茎が大幅
に鷺少しており、駁益の改善見込みについて不選餌
な状侃が嶢くことが撃定される.
●歳も健全な軽堂を続けていくためには、将秦の
惚設のあり方を蹄生えて、銘設の美断・投資に充て
る財毒を計画的に建保してい(●要が畠る.

者制度(令和2年崖から利用料金制を導入)による
利用者サービスの向上及び増腹封僚に弼めるととも
に、族設の新・投貴に充てる財妄計的に珪保

.^

●EB ITDA(千円)

1
■

亭均恒

袋曳換金比宰」")

骸当数なし

如.

却.閥

二ついて
収茎の安定性確保は不週明な見込みが読く状況で
は島るが,斜金収入に封,る企業恒残高の割合が現
行それ慌ゼ富くないこともあり、●要な掩設の更新
を行っていく●要がある.
躯休等の改俸1、ついては、早卓27年度にを
し、緊急性Φ高る損偲はないときれているが、長寿
命化に向けた対庄として、〒防保全対筑など哉修を
^していく.
また、繍算桜なEの楓魯の更断については,耐用
年數や状況をみながら針■的に雌持告理・更新を
行ワていく必興が畠る.(令和2年度は乎和分■駐
車場トイレの洋式化を行う)
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全国早均と比ぺると若千低い敗値となつている
、捺似誌設平均よりは高L瞰値となっており、施
般の利用状況として悶鵡ないものと考える.
しかし、新型コロナウイルスの影響で今垂の利用
状況の悪化が込京札る.
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卦

早脚堕

唯1

0

1剖.●

■
^

11 0

1軌,

【4酋.'】

取些は字となっており、また樟牢も高い二ι
から,令和元年塵はおおむね全な軽堂状況で畠

しかし、奇後は餅型ニロナウイルスの影唇による
取益の急勲な畢化が却定されることから、招定管雁
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樫式第2号(生#連用企姦)

馴^

分

ι,)

2

n

ι宅

ア

"■砧

肋"

プ

【ネ】

帥伯

51 乏コ

馴.1伽

51.1叫

帥

7高

幼1■

'T 171

4■

閥

2

^

1'ユ豊1

急15

尋16

豹念帥

包7.●19

1.1訂

^1

11 1

皐

1 1'1

●1.悼

静.●即

3

カ.●如
●11

11,

2罰里

牧0"

^

11 伯

17罰

亀1動

1凱11?
1翫闘6

罪●脚

1^
1斜

1.1論

捻^
梱^

IT"

^

21.■脚

才1,帥

^

平和公園駐車投・財政計画
(収支計画)

の

里1.T斜

3^

孟^

怜,胞

1食^

00(0)

俸字止序{

喉益的喉宜此阜{

肇寓財 14

金費 の

11 丁

1.107

1 1

ιm

^●

21

全1^

^

M^'

'1阜11

1創'

割,伯

ム帥 1
ミ"5

訓,他

訓,1M

丁

卸郵

211和

き1^

{ト0

1帥

尋,帽
'.'軸

計T帥

1卸

1,

1卸

111悟

^

之1^

之1.^

金ネ

禽

伽7

1■■1

,与,;艶

△ 1,,坤
4354

髪■

1具,茸

1^■

1,'軸

7戻1
4,帥

訓^
1曇0

1知
14"

●●物

0

才'T

^,

乏11肋

Z1■舶

工

二

の比皐

不呈

怜啄産

1.之卸

100

劇

冨lm j

寓 lm )

.

●.,闇

^

1.1"1

1'陀

1●.1Tコ

皇01,

粛

壷不

0 会計胴入

^

之1.了帥

21^

1劫

1乳制1

鼠^
^

才t■帥
1塁0

10^エ
'"1"

n^

乏^

^

之1,1帥

を1^

T1き

1.141

1●^

劇nv【S)冨,ml

区

,如1
●●M

才1

足

比奉

10^
44闘

1劫

1卸

?,ネ
●コ"

1脚

里^

訓

21

分

ヨ●爵

,,●鵠

里1^

1帥

,即

●」肺

'■門

ム'^

1^■

野^

1肘

軌^

鳳与奥

'.'10

"1

1.1■3

rcrv(Y)冨 lm)

帥31

21^
全1^

坤ネ

21^

1勅

1卸

719■

●■蛤

△ 1鴬3
■●'4

31.1

14ユ悶

43開

之"●

1.1 11

^

空,^

"^

1叫

1制

■.6賀

"^

1卸

,劫

1ユ如

4^

"年度

帖

1岳1
14.舟1

才.1凋
乏1誹

^

才1

21

艶7

.,

ネ闘4

ミ'●'

聞^

圭1^

1即

ム亀脚之
7 1

1

轟帖7

,,脚

,251

0^

^4

を1

"年塵

10,

ム

1■.底闘

暑,05晶

1^
1即

1,■1■

4

之6'之
101,

1●之'
14^

1'斜

,^4

1之1■1

1郎9

ヨ■1"

,伽3

21髄ヨ

M3舜

Im

1^

了'●T

帥年盧

1即

7腿■

4.^

之1^
1知

1劫

1.舶5

ム卓^ム
.

●114

1闘闘'闘

21.,●

4熨

1コ斜
1幻

^

●5き

如3鯱

1,3

里1導

,劃与

π年塵

m脚乏
1^丁

t^了

?

4^

".欄5

才1.1抑

,卑

4'0辱

^丁

圭1^

即
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IQ^
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'

皇年度

10馳4

105乏4

劫3歓
1知

1鳳帥1

ム,別,ム 10軌3 △ 1驫ね'ム 10,16 厶 11.3'1
Ⅱ霊4 a4 1皿

4" 3 1^ 鼠'邪4.1聞 11闘

".

才1.,勃

4
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1.阜井
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1^

17霊'

^
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4
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1'帥
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,π

2^

,帥

1^

10,,●
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,鳳引' 1441η 如^

之1.^

'

1■勃

雌●

1肋

'年盧

伶,葬
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1畠T
4.^
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1帥
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.
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掃式筑ユ号(庄#適用企宴)

1伽

分

ア

至

【 1)

宮

'年塵

卸4'

1"鵡

1亀■"

1

^与

1,.1朝
博

的

1卸

1劫

6ユ舶
4.,殉

^

19.1脚

住^
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7

窒

1如

1卸

',U
4^
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博.1脚

1伽師

19
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,

,即

1劫

6■,才
4^

^

11闘

1,.^

3

ιn

'叫

1亀,"
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4

皇別6
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1卸

1劫

乳,悼
●.'嚇
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11"

1豊悼'
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1.●刷
1^

^

1 5

Ig1与

劇,

平和公園駐車投資・財政計画
(収支計画)

^

伯^
1卸

1卸

1.1沌
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収支・起

400百万円

・歳出入

"0百万円

長崎市車場事特別会計平和公

300百万円

250百万円

200百万円

150百万円

100百万円

50百万円

車場財政シミュレーション(H29:2017年度~R50:20卵年度)

円

平和公 P設改修

(R39:2057年度~R40:20能年度)

(約5.6円)

単年度収支 ^起償還(元金)

金残高

如0百万円

基金残高'1.2憶円
(基金取り崩し)

300百万円

^起償(利子)

^

200百万円

^^^

歳入

100百万円

歳出

百万円

^基金残高

' 100百万円

' 200百万円
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0
~

婿
岱
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拾
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~
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Ⅸ
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団

8長崎市駐車場事業経営戦略(松山町駐車場)【案】

事

体

策 日

令和 50年度計画期間:令和 2年度
^

※施設の耐用年数を竣工後卵年とし、耐用年數満了(令和43年度)後、令和50年度までを計画期間とする0

1」皇茎握至

0)事業形態

事業開始年月日法適(全部適用・一部適用)
非癌の区分

業

名

定

名

長崎市

令和

駐車事業

3

職

年

員

3

立

数

別添12-1

月

非適用

2人(兼務)
(8駐で2人)

届出駐車

駐車

類

地

使用面積

営業時間

観光地周辺

62

民間活用の状況イ指定管理者制度

施

造構

建設後(建替後)の経過年
数

7時30分~22時

9,301

ア民間委託

設

州

名

収

ウ PPP・PFI

平成9年11月3日

容

長崎市松山町駐車

数

地下式

指定管理者制度(利用料金伽D

普通車
/{ス

23

292台
10台

年

台



(2)料金形態

スノ、

(30人以上)

最初の30分まで

最初の1時間まで

その後30分ごと

1時問超

宿泊及び夜間料金

マイクロバス

(11~29人)

籾の30分まで

最初の1時間まで

その後30分ごと

1時間超

宿泊及び夜問料金

750円

750円

2,090円/(フ:即~22:00)

30分ごとに50円
住2:00~翌7:30)

料金形態の考え方

370円

料金改定年月日

370円

1,叫0円/(フ:M~22:00)

30分ごとに50円
(22:00~翌7:30)

【洞費税の"の遼建ぱ言肇なし、)

(3)現在の経営状況

'1 の比分析表(令和元年度決)において、収益的収支比率が180%で100%を上回っており、類似施設平均と

'他会計補助金比率も0%と類似施設平均より低く、一般会計からの繰入金に依存してぃない経営状況である。
'売上高GOP比率及びEBrrDAにっいても類似栖設平均を上回っているため、収益性は確保できているとい先る。しか
ツ論設の利用、定期駐車の利用が多いことによるもの)゜'
'今後の課題としては、経過年数が23年経過している躯体等の老朽化対策を行いっつ、どう収益性を確保していくかとい、ところである。"う

・周辺駐車場の料金体系を勘案して設定している。

初の30分まで

初の1時間まで

その後30分ごと

2時間超

2時問30分超

普通車等

平成20年4月1日

宿泊及ぴ夜間料金

120円

120円

620円ノ030~22:0の

定期駐車

2

プリペイドカード

(1)駐車需要の見通し

地上部及び地下部
30分ごとに40円
(22:00~翌7:30)

全日 15,710円

昼問 13,610円

120円(22回分) 2,400円

620円("回分) 6,200円

'過去5年間(H27~R1の)利用台数は、ほぼ横ぱいで推移してきたが、令和元年度末に新型コロナウィルス感染症の影
響による周辺スポーツ施設の利用減のあおりを受け減少している;"
'新型コロナウィルス感染症が終息すれば、平成30年度程度に持習直してくると想定している。

平成27

平成29

平成

124.501

128904

127.757

127,054

118194

定

8897

9347

9338

10,020

10,214

ノ{ス

685

734

785

680

673

単位:台

計

134.083

138985

137.880

137,754

129081

16伽m

14【^

12^0

松山町駐車 利用台数(単位:台)

0

平皮27年度

63

平成28年度

車

平成ユ9年座

定期 バス

年成,0年廣

総合計

令和元年度

器
一
綴元



(2)料金収入の見通し

'過去5年間(H27~RI)の料金収入1'_ポ_、、施設の利用者減のあおりを受け、料金収入力;大舎く減少
している。_
.新型コロナウィルス感染症が終息すれば、平成30年度程度に持ち直してくると想定している0

成27

平成2

平成29

J{ス 口

U.67フ.990 899.430 7,239.120 15.108,7卯 6?■之5240

46.5胎.890 1,061,690 5,87き.060 16.642.之70 70.120.910

45036.830 1.192.540 6.128.970 18091.2卯 70.M9,540

43'937350 898570 6.783830 17.了54,6卯 69374.350

41.201.斜0 929030 7,382β001ア■27. 67.叫1270

(3)施設の見通し

64

単位:円

.平成9年度の供用開始後、令和3年3月末で23年経過している。

.平和公園内のスポーツ施霞利用者及ぴバークァンドライド利用著の駐車
な修繕を実施し、現施設を維持していく。

^ 8^^

(4)組織の見通し

フ^卯叩

6^卯

.令和2年度から指定管理者制度(利用料金制)による管理運営を行っており、今後も指定管理者制度を活用した管理

営を行?てし全様業務に職員2名体制で従事しているが厶後、業務量を見直すことなどにより職員の適正な

松山町駐車

50ι^Om

4m【捌)伽

配遣に努める。

3伽卯^

20伽00Φ

10^Om

使用料(単位:円)

0

本方气!:'よ繕を行、とともに、耐用年数の経過した設備等を更新し、利用者が安心して安全に利用できるよ
う駐車施設の適切な維持・管理に努める。

基本方劃2:雫営車場経営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理費のコスト縮減などに努め、より一層の
経営の効率化を図る。

基本一'しこ支をきたさナ、いよ'、健全ナ・経営を確保するため、駐車の利用促進を図り、安定した収入
の確保に努める。

平成27年度

普通車

平脚B卑塵

バス

平成即年塵早成和年度令和元年度

総売上回数券定期

として、長寿命化修繕計画などによる計画的



(1)投'.財政計画(収支計画)及び財政シミュレーション:別紙のとお
(2)投'・財政計画(収支計画)の策定に当たっての説明

①収支計画のうち投'にっいての説明

建設後23年経過しており、毎年190万程度の修繕費を見込むことで、日常的な修繕の対応を指定管理者により行う。

見された新たな修繕、改修箇所にっいては、その都度柔軟に対応し、駐車の利用に不都厶が生じないよう1三する。
た、稼画牢にっいてほ、類似施設平均より'低い状況(137%)であ'ため、上昇させることを目とする。゜
【種設改良】'ー'」゜

【患マ乏ニメントに基き、65年の耐用年数経過時に大規模改修を想定している。
.現起債元金にっいては、現行償'計画による。
・予定起債元金にっいてiま、償'期問20年(うξ据 3年)、金利101%、元利均等を想定している。

.稼働率を類似.を長寿命化修繕計画、設備更新計画に基づき計画的に実施する。

②収支計画のうち財源にっいての説明

目標'ヤカら管理者制度(利用料金伽Dを入しており、主な財源となる指定管理者から

料玉の気模・'での稼働率力137%であJ、稼働率の上昇を図るが、今後の大幅な利用増は見込めないことから、利用
【営集収益】゜
'駐場納付金にっいては、協定額を自車保有台数の推計値で補正(人口減少考慮、観光需要未考慮)している
・なし
【起債】

'工事負(建設改良)に該当する金額の起借入を想定している。

③収支計画のうち投以外の経にっいての説明

安定経営を図るため、サービス向上の取り組みを図り、利用客の増加に努める。

【管理運営】

'年度ごとにバラつきが大きいため平準化し、主に過去10年の平均値を計上し、金額が小さいものは過去10年の大値を
計上している。'
【支払利息】
.現起債元金については、現'計画による。
・予定起元金については、'期間20期間20年(うち据置3年)、金荊11.01%、元利均等を想定している。
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(3)投.財政計画(収支計画)に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①今後の投'についての者え方・検討状況

民間活用・指定管理者制度の活用を継続する。

駐車
適

投の平準化.修繕個所や設備投をすべき箇所を指定管理者と協議しながら、計画的な投'を行う0

.地、火災等の有事の際の指定管理者の対応マニユアルを作成し、 1 よその他の取組

②今後の財源にっいての考え方・検討状況

.社会勢や周辺駐車の料金体系などを踏まえ、安定した駐車経営ができるよう適正な料金
金設定にっいて検討する。料

'定期駐車の継続やバークァン、ザラt駐{あるため、イベト等に対応した営用者増加に
業時問の設定や子マネー対応精算機の導入などにっいて検討手るなど安定した収益確保にけた取組
努めていく。

債.消火設更新や躯体改修などの大規模改修を行う合に利用する0企業

会.平成30年度に駐車設、、つ 0 こ、「一
入繰

'菅蓼財産の貸付t÷ー,ナ、増対策にっC、て検討してし、く。

.民間のノウハウを活用することで、施設の活用による効果的な収益確保の方策などにっいて検
その他の取組 討する。

③投以外の経費にっいての考え方・検討状況

委託料'担定管理者の業、とど&テる。"

管理営費.指定管理者と協力して、コストの削減に努め、適切な管理営費を計上する0

'駐車事業特別=計によ、L厶後、業鳥量を見直すことナ、どにより職員の適正な配職員給与
に努める。

その他の取組.指定管理者と連を図り、民間企業のノウハウを活用し、経費の削減に取り組む0

の配
正

66
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ノ、5 .゛、

事業の義、提供
するサービス自体
の必要性

公営企業として実
施する必要性

'本駐車は、主に平和公園内のスポーツ施設(ラグビー・サッカー、テニスコート、市民プール
など)利用者ゐ駐車需要に対応する駐車であり、自動車で来られる公園利用者の利便性の向
上を図るうぇで必要な施設である。

.声駐車は、平和公園内のスポーツ施設(ラグビー・サッカー、テニスコート、市民プールな
ど)利用者の元めの駐車としての機能を有しており、さらには、同公園周辺の禽上駐車を防止
し、道路交通の円滑化を図る必要があることから、本市による'営は適当である。

ナ

経営戦略の事後
検証、改定等に
関する事項

.策定した経営戦略にっいては、定期的に進捗状況等の分析・評価などの検証を行うとともに、利
用者二一kや社会環の変化舎を踏まえ、適宜修正を行っていく。'
・具体的には、毎年の決算が公表された復、経営戦略の収支計匝;との示哉や他計画との内容の
整合などを検証し、後年に影響が出てくる合は、収支計画を修正する。
・なお、経営戦略φ改定を行った際は、市のホームページ上に公表する:
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長嶋県甚鴫市墨婦市栓山町鮭車場

業租名業裂'

駐車場豊衛事集法亦適用
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梓式算ユ号{法亦遷用企業}
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収支・起

印0百万円

・歳出歳入

^百万円

長市駐車事業特別会計松山町車

400百万円

300百万円

200百万円

松山P設

100百万円

財政シミュレーシヨン(H29:2017年度~R50:2068年度)

基金残高
約33億円

改修(R42:2060年度~R43:2061年度)

(約8.6円)

単年度収支

基金残高

印0百万円

起償(元金)

500百万円

起償還(利子)

400百万円

歳入

300百万円

^ー^^ー^

歳出 ^基金残高

200百万円

100百万円
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9長崎市駐車場事業経営戦略(長崎駅西口自動車整理場)【案】

団

72

体

業

名

令和印年度令和 2年度計画期間
^

※広場式駐車で建物がないため、耐用年数は工作物であるアスファルト舗装と同様の10年とし、
'用年数満了(令和11年度)後二令和50年度までを計画期とする。

1.事業概要

0)事案概要

開始年月日法適(全部適用・一部適用)
非適の区分

定

名

日

長崎市

令和

駐車事業

3

職

年 3

立

微

月

別添12-1

非適用

2人(兼務)
(8駐車場で2人)

その他

駐車

類

年地

使用面積

営業時

商施設

民間活用の状況イ指定管理者制度

18

施

造構

建設後(建替後)の経過年
数

ア民委託

6卯

0時~24時

設

市

名

収

ウ PPP・PFI

令和2年3月28日

長崎駅西口自車整理

広式

容 台

直営(業務委託)【~令和3年3月】

指定管理者制度(利用料金制)【令和3年4月~】

数 台

事
策



(2)料金形態

普通車

料金形態の考え
方

最初の20分まで 無料

その後30分ピと 200円

'道路上への路上駐停車を抑制し本自動車整理場に誘導するインセンティブを与えるため、入庫し
てから最初の20分問は料金を徴収しない。'
'また、長時間駐車を抑制し、回転率を上仔るため、近隣駐車場と同等以上の料金を設定した。

料金改定年月日
矯賓税の"の改定は奮富な

(3)現在の経営状況

'令和2年3月28日に供用開始したため、別紙の経営比較分析表(令和元年度決算)における分析結果はなく令和2年度
の予想としは、収益的収支比率が174%で100%を上回り単年度の収支は黒字の見込みである。また、他会言f補助金比率
も0"で、一般会計からの繰入金に依存していない経営状況となる見込みである。
.ム後の課と厶 t,旦!'rDA(2.143千円)にっし:工も、収益性は確保ぎれており、稼働率は158!6となっている。
、てーー

(1)駐

'令和2年4月からⅡ月までの月平均台数が865台であり、1年で10.3卯台程度の利用台数が見込まれる。
:「ヤ和名年度と同様'利用口敬の状況力隻くものι想定さ航戸。゜

需要の見通し

年度
^

2

※令和2

^

221

6923

は4月~11月の

単位:台
^

221

6923

73

元



(2)料金収入の見通し

.令和2年度4月から11月までの月平均収入が416,250円であり、1年で500万程度の料金収入となる見込みである0

:Z後も令和孕年度と同様会料金収入の、;も減少する見込御である。

^

※ヤ

(3)施設の見通し

34,000

3330000

~11月のは4

'供用開始後'罰和3年3月ナ下、て、盲的こ改修:修繕を実施し、現施設を維持していく。
.令和i年度の長崎駅東口駅前交通広の整備に伴い、収容台数を18台から9台に変更fる予定である0

単位:円

^

(4)組織の見通し

.令和3年度から指定管理者制度(利用料金制)1こよる管理運営を行うこととしており、今後も指定管理者制度を活用した管
理遅営を行っていく予定である。_、、_
.現状では市営駐車全体の業務に職 2名体制で従しているが、今後、務量を見直すことなどにより職の適正な
配に努める。

34000

3330000

本方針1:安全・安心な施設の稚持
用年数の経過した設備等を更新し、利用者が安心して安全に利用できるよ定期的な施設の点検・修繕を行うとともに、

う駐車場施設の適切な維持・管理に努める。

基本方封2:雫営の営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理のコスト縮減などに努め、より一層の
経営の効率化を図る。

こι営に支をきたさないよう、健全な経営を確保するため、駐車の利用促進を図り、安定した収入
の確保に努める。

74

元
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(1)投'・財政計画(収支計画)及び財政シミュレーション

(2)投'・財政計画(収支計画)の策定に当たっての説明

①収支計画のうち投につぃての説明

また、定ナ、を,包やむことで、日常的一修繕の対応を抱定管理者により行う。 の利用
に不都合が生じないようにする。
【匝設改良】'゜
'広場式駐車場のため、アスファルト舗装の用年数を10年とし、10年毎に改修工事を実施することを想定している。
【起'金(元金;】""゜
.予定起債元金にっいては、償還期問20年(うち据 3年)、金和11.0196、元利均等を想定している。

・施設本体の改修等を長寿命化修繕計画にづき計画的に実施する。

②収支計画のうち財源につぃての説明

目'令和3手度から指定管理者制度(利用料金制)を導入することとしており、主な財源となる指定管理者からの納付金額を現在水準で維持する。」'

別紙のとお

令和2年度での稼働率が1舶%と見込まれるものであり、今後、大幅な利用者の増加は見込めないことから、利用料金の
規模は現行水準で推移すると見込んでいる。"」'
【営収益】゜
.駐車場納付金にっいては、協定額を自動車保有台数の推計値で補正(人口減少考、観光需要未考慮)している。
【繰入金】"゜
・なし
【起債】
・工請負費(建設改良費)に該当する金額の起

③収支計画のうち投'以外の経につぃての説明

安定した経営を図るため、サービス向上に向けた取組みを進め、利用促進に努める。

【管理運営費】

.年度ごとにバラつきが大きいため平準化し、主に過去10年の平均値を計上し、金額が小さいものは過去10年の大値を
計上している。"'
【支払利息】
'予定起債元金にっいては、'期間20年(うち据 3年)、金痢11.01%、元利均等を想定している。

借入を想定している。

75



(3)投資.財政計回(収支計画)に未反映の取組や今後検討〒定の取組の概要

①今後の投資についての考え方・検討状況

民間活用・指定管理者制度の活用を継続する。

駐車場の配
適正

投資の平準化.修繕個所や設備投資をすぺき箇所を指定管理者と協議しながら、計画的な投資を行う0

.地、火災等の有の際における指定管理者の対応マニュアルを作成し,施設を管理する上で
その他の取組 必要となる防災対策をじている。

②今後の財源についての考え方・検討状況

金.社会勢や周辺駐車場の料金体系などを踏まえ、安定した駐車場経営ができるよ'

利用者増加に子マネー対応機の導入など利便性の向上に向けた取組みを検討し、利用者の増加に努
向けた取組める。

.計画期間における繰入金の予定はない。

長崎市駐車場整備計画に沿った配としている。

企

繰入金

債

.デジタルサイネージによる広告収入など収入増加に向けた取組みを検討する。

.民間のノウハウを活用することで、施設の活用による効果的な収益確保の方策などにっいて検
その他の取組 討する。

③投資以外の経費についての考え方・検討状況

委託料'担定管里者の_、ニニ、

.指定管理者と協力して、コスト削減に努め、適切な管理営費を計上する。管理運営

.駐車場特別会計による職員給与費の計上はないが、市営駐車場全体で職 2名体制で指
定管理者の業務範囲外の対応をしており、今後、務を見直すことなどにより職員の適正な配職員給与費
に努める。

その他の取組.指定管理者と連携を図り、民間企業のノウハウを活用し、経の削減に取り組む0

.全体的なアスファル舗装の改修などを行う合に利用する。
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ノ、

業の、提供
するサービス自体
の必要性

公営企業として実
施 必要性

6

対応した駐車あ1 そ周辺施設利用者の送迎等を行うための短"間駐車の需要に
ある。

ナ

'本自動車整理は、長崎駅やその周辺施設利用者の送迎等を行うための短時間駐車のための
施設であり、長崎駅周辺という公共性が高い地区における路上駐車の防止や自車交通OS'円滑
化を図る必要があることから、本市による運営は適当である。

経営戦略の事後
検証、改定等に
関する事項

'策定した経営戦略にっいては、定期的に進捗状況等の分析・評価などの検証を行うとともに、利

'具体的には、毎年の決が公表された後、経営戦略の収支計面との翫鼈や他計画との内容の

'また、令和4年度に長崎駅東口駅前交通広場言f画との調整を図りなが、、本経営戦略の見直し
を行う。

'なお、経営戦略の改定を行った際は、市のホームページ上に公表する。。

こ
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10 用語解説

【経営戦略】

各公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経営の基

本計画である。その中心となる「投資・財政計画」は、施設・設備に関する投資の見通しを

試算した計画(以下「投資試算」という。)と、貯原の見通しを試算した計画(以下預オ源

試算」という。)を構成要素とし、投資以外の経費も含めた上で、収入と支出が均衡するよ

う調整した収支計画

【法非適用企業】

地方財政法施行令第46 条に掲げる事業、有料道路事業、駐車場整備事業及び介護サー

ピス事業のうち、地方公営企業法を適用してぃない事業であり、経理事務を官庁会計方式で

行っているもの。

会計区分会計の種類

<共通>

^
各 計の説

会計の心をなすもの。・公

・地方公共団体の行政運営の基本的な経費を網羅して計上して

いる会計。

.特別会計で計上される以外のすべての経理を一般会計で処理
しなければならない。

けられているもの。・別会計の設置力,ヤ上
後期高齢者医療事業特別会計(国民健康保険事業特別会計、

等)

.地方公営企業去α万商用力義務付けられた事業又1式条例による同
法の適用事業

上水道事業、工業用水道事業、病院事業、休養宿泊事業等

・地方公営法の適用力義務付けられていない業

(条例により任意に同法を適用することは可能)
簡易水道事業、下水道事業、市場事業、宅地造成事業、駐車
場事業等
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【経営比較分析表】

公営企業の経営及び施設の状況を表す主要な経営指標とその分析で構成された表

【経営指標の概要】

1.収益等の状況

1収益的収支比皐ψ0)

<経営比較分析表>

【指標の意味】

法非適用企業に用いる収益的収支比率は料金収入や一般会計からの繰入金等の総収益で、

総費用に地方債償還金を加えた額をどの程度賄えてぃるかを表す指標

【分析の考え方】

当該指標は、単年度の収支が黒字であることを示す 100%以上となっていることが必要で

ある。数値が 100%未満の場合、単年度の収支が赤字であることを示している。

出 法非'用企業

収益

十地方償'金

②他会計補助金比率(%)

X I00

【指標の意味】

人件費や謝厶利息等の費用が一般会計からの繰入金等によってどの程度賄われているかを

表す指標

【分析の考え方】

当該指標は、公営企業の独立採算性の観点から、数値が低いことが望ましい。

算出式(法非適用企業)
金

3駐車台数一台当たりの他会
計補助金額(千円)

+地方

【指標の意味】

駐車台数^当たりで、一般会計からの卜条入金等がどれだけ支出されているかを表す指標

【分析の考え方】

当該指標は、公営企業の独立採算性の観点から、数値が低いことが望ましい。

'金
X I00

算出 (法非適用企業)

繰入金

延駐車台数
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④売上高GOP比率
(%)

【指標の意味】

営業収益に対する営業総利益(粗利益)の割合であり、施設の営業に関する収益性を表す指

標である。 GOPとは営業総利益(Gmssoperatingprofit)のことであり、営業収益から営

業費用を除いたものである。 GOP1式*且利益(償却前の利益)を表すため、ここでの営業費用

には減価償却費を含まない。

【分析の考え方】

当該指標は、一般的に数値が高いことが望ましい。

(営業収益一受託工事収益)

営業収益

算出 法非適用企業

算出(法非適用企業)
5EBITDA

(減価却前営業痢」益)(千円)総収益一用一繰入金十支払利息
(※) Earnings Before lnterest, Taxes, Depredation, and Amortization の略。

【指標の意味】

営業利益と同様に、その経年の推移を見て企業の収益が継続して成長しているかどぅかを

判断するための指標であり、キャッシユの利益を示している。設備投資額力て多額になる企業

でぱ咸価償却費の変動で営業利益が大きく変動するため、本業の収益性が安定して成長して

いるかどぅかにつぃて、正確な経年比較を行う上で、純禾リ益又は純損失から減価償却費信窒備

投資によるブレ)等の劃を排除した指標

【分析の考え方】

当該指標は、一般的に数値が大きいことが望ましい。

(営

受託丁事収益

受託工事)
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2.資産等の状況

1敷地の地価(千円)

【指標の意味】

固定資産台帳等における駐車場の敷地の地価であり、敷地の価値を表す指標

固定

②設備投見込額(千円)

【指標の意味】

将来の1窒資による費用負担の見込額を表す指標であり、今後10年間で見込む建設改良費・修

繕費などの額である。当該指標を算出するに当たっては、できる限り客観的で正確な見通しを

立て、どのような算出方法で設側登資見込額を算出したかにつぃても示すことが必要である。

出(非適用企)
台帳等における駐 目の敷

算出式

今後 10年

価

③企業残高対料金収入比率四励

法非'用企業)
にさた0

設改良費・修繕貴等の見込額又は各団体において算定した値

X I00

【指標の意味】

料金収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標

【分析の考え方】

当該指標は、一般的に数値が低いことが望ましい。

算出式(法非適用企業)

企業債残高一一般会計等負担額

3.利用の状況

①稼働率四幼

【指標の意味】

収容台数に対する一日当たり平均駐車台数の割合であり、施設の利用状況や適正規模を判

断する指標

【分析の考え方】

当該指標は、一般的に数値が高いことが望ましい。
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算出式(法非適用企業)

一日平均駐車台数

X I00
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【収益的収支】

一事業年度における営業活動により発生する収益とそれに対応する費用

【収益的収入】

サーピスの捌共の対価としての料金収入などの「営業収益」及び市の一般会

計からの繰入金である他会計繰入金などの「営業外収益」のこと。

<投資・財政計画>

【収益的支出】

サーピスの提供に要する職員人件費や燃料・修繕・委託料等の物件費などの

「営業費用」及び地方債の支払利息、雑支出などの「営業外費用」のこと。

【資本的収支】

公営企業の将来の経営活動に備えて行う建設改良費や、建設改良に係る企業

債償還金などの投資的な支出及びその財源となる収入のこと。

【資本的収入】

建設改良に係る地方債、他会計からの補助金(企業債償還金元金の繰入等)、

固定資産売却代金(売却益を除く)、他会計からの長期借入金、負担金など、収

益とは直接関係のない収入で、現金収入を伴うもののこと。

【資本的支出】

建設改良費、地方債償還金(元金)、他会計からの長期借入金償還金など、費

用とは直接関係ない支出で、現金支出を必要とするもののこと。

【実質収支】

歳入歳出差引額(形式ι1又支)から翌年度へ繰越すべき財源を除いたものをいい、

その数値がプラスであれぱ黒字、マイナスであれば赤字となる。
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